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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。参加無料、事前申
込も不要です。保護者の方もぜひご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう！
2022年7月30日（土）・31日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！

04 2023年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）
06 2022年度入学試験結果データ
15 総合型選抜入学試験［専願体験型］
25 実技
 26 小論文

 35 デッサン

 43 水彩画

 48 油彩画

55 教科科目
 56 英語

 66 国語

 78 数学

82 教科科目解答



入学者の受け入れ方針 （アドミッションポリシー）

東北芸術工科大学は、「藝術立国」という理念のもと、“ 人と自然を思いやる想像力と、社会
を変革する創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り拓くことができる人材の育成 ”を教
育目標としています。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域
に即して多面的・総合的に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人
②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、
　主体的に学修できる人
③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、人々に夢や希望を与え、新たな価値を
生み出す力があります。多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨
き続ける意志を身につけ、芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者
を求めます。

デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、人間社会の改善
や進化に必要不可欠な技術となっています。自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメー
ジし、何のためにデザインを活用するべきなのか。モノやコトに対するデザインを学び、社会
に積極参加しようとする入学希望者を求めます。
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2023年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）

※1 「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価です。 ※2 募集人員は、一般選抜入試（前期）、大学入学共通テスト利用入試（1科目利用）及び（2科目利用前期）を合算したものです。
※3 水彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず日本画コースを志望してください。 ※4 油彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず洋画コースを志望してください。
※5 一般選抜入試［専願型］で水彩画を選択する場合は第一志望または第二志望で必ず日本画コースを志望してください。

総合型選抜入試［専願体験型］ 総合型選抜入試［併願型］

出願登録期間 2022年 9月14日（水）～ 27日（火）

募
集
人
員

2022年 11月14日（月）
～ 25日（金）

募
集
人
員

試験日 10月8日（土）または10月9日（日）
※学科・コースにより実施日が異なります。

12月11日（日）

合格発表 11月1日（火） 12月21日（水）

入学手続締切 〈第一次〉
※入学金納付期限

11月15日（火） 2023年 1月11日（水）

入学手続締切 〈第二次〉
※授業料等納付期限

12月16日（金） 2023年 2月17日（金）
※申請により3/24まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京

美術科
日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）
　決められたエリア内（屋内）で、各自写生を行う
②上記体験を通じて感じたこと、考えたことを文章化し、振り返りシートの提出する
③面接（1グループ 2～ 3人で行う）

58

面接・書類審査※1

＋
次から1科目：
「水彩画」※ 3

「油彩画」※ 4

「デッサン」

29

美術科
洋画コース

①体験授業（静物油彩） 油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後モチーフを組み各自油彩制作を行う
②面接（グループで行い、当日制作した作品をもとにミニ講評会を兼ねる）

美術科
版画コース

①体験授業（イラストレーション制作 or 自画像デッサン制作）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択し、事前レクチャーを行った後に制作を行う
②ミニ講評会 体験授業終了後ミニ講評会を実施し、体験授業を通じて気づいたことをミニレポートに書く
③面接

面接・書類審査※1

＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」※ 3

「油彩画」※ 4

「国語」
「数学」
「英語」

美術科
彫刻コース

① 体験授業（彫刻制作体験） 大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使っ
て立体作品を制作する
②振り返り 制作物の意図や感想を発表する
③面接 

美術科
総合美術コース

① 体験授業（アートワークショップ体験） アートワークショップを体験し気づきや活動のねらいをまとめ、それを活用し
たイベント企画を考えグループで発表する 
②面接

工芸デザイン学科
※ 2023年 4月新設予定

①体験授業（立体＆平面制作体験）
　 立体制作では紙造形を基本として説明を受けた後、与えられた条件に沿って制作する。平面制作では配色に関する
前提講義を受けた後、各自テーマを設定し配色デザインを行う

②テーマと工夫した点を発表
③面接

21 11

文芸学科
①体験授業 教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書き換え）する体験型演習を受講する 
②作文 ①で行ったグループワークについて執筆する（600字程度）
③面接

22 7

文化財保存修復学科 ①体験授業 文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを提出する 
②面接 13 3

歴史遺産学科

①体験授業（模擬授業とグループディスカッション） 
　・ 模擬授業にて身近で具体的な歴史遺産（考古遺跡や伝統的建造物など）をひとつ取り上げ、教員が説明を行う 
　・7～ 8名程度のグループに分かれ上記歴史遺産の利活用を話し合う
　・講義の感想とグループで話したことを講義ノート（A4一枚程度）としてまとめ、面接冒頭に 3分程度で話す
②面接

13 6

プロダクト
デザイン学科

① 体験授業 身のまわりのモノの機能や形態を観察し、その理由を考える。前半のグループワークではそれらの優れた
点や改善すべき点を共有し、後半の個人ワークでは、対象となるモノの応用展開例を提案する

②面接
32 13

建築・環境
デザイン学科

① 体験授業 建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を受講後、講義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる
②面接 20 14

グラフィック
デザイン学科

①体験授業 デザインに関する模擬授業を受けた後、その内容を基にグループで発表を行う
②面接 40 17

映像学科
① 創作体験 1つのキーワードから独自の映像作品をイメージし、その世界観をアイデアスケッチと文章（600字以内）
で表現する
②面接

32 14

企画構想学科

①体験授業
　・ミニ講義 課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する
　・課題解決型ワークショップ 提示された課題に対して、グループに分かれて企画を考え発表を行う
　・振り返りシート ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する
②面接

26 10

コミュニティ
デザイン学科

①体験授業
　・講義 課題解決型ワークショップについて学ぶ
　・ 地域の社会的課題を解決するためのアイデア会議 講義で提示された地域の社会的課題を解決し、SDGsに寄与
する社会を実現するモノやコトをグループで話し合い発表する

　・振り返り 自身の気づきや考えについてレポートを作成する
②面接

16 6
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※下記の内容は、2022年4月1日現在の予定です。詳細は、別途発行の「東北芸術工科大学 2023年度 学生募集要項」で必ず確認してください。

※6 一般選抜入試［専願型］で油彩画を選択する場合は第一志望または第二志望で必ず洋画コースを志望してください。
※7 一般選抜入試［面接型］はオンラインで実施するため、試験日の前にインターネットの通信接続環境の確認および Zoomの動作確認のための「接続テスト」を行います。
　　実施日については出願後メールにてお知らせします。

一般選抜入試
［前期］

大学入学共通テスト利用
入試［1科目利用］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 前期］

一般選抜入試
［専願型］

一般選抜入試
［面接型］

一般選抜入試
［後期］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 後期］

2023年 1月5日（木）～ 20日（金） 2023年1月5日（木）
～ 23日（月）

募
集
人
員
※ 2

2023年 1月5日（木）
～13日（金）

募
集
人
員

2023年2月17日（金）
～ 24日（金）

2023年 2月17日（金）
～ 3月3日（金）

募
集
人
員

1月31日（火） 個別試験なし 1月31日（火） 3月14日（火）
接続テスト3/6または3/7 ※7

3月14日（火） 個別試験なし

2月16日（木） 2月16日（木） 3月20日（月）

3月2日（木） 3月2日（木）
3月24日（金）

3月9日（木）
※申請により3/24まで延納が可能 3月9日（木）

山形／東京／札幌／仙台 ― 山形 オンライン 山形／東京 ―
次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1科目：
「水彩画」 ※ 3

「油彩画」 ※ 4

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から1科目：
「水彩画」 ※ 3

「油彩画」 ※ 4

―

30

面接・書類審査 ※1
＋
「水彩画」 ※5

「油彩画」 ※6

7

―
次から1 科目：
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4
―

若
干
名

①・②のいずれか

①次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 3

「油彩画」 ※ 4

②次から2科目：
「国語」
「数学」
「英語」

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 3

「油彩画」 ※ 4

大学入学共通テストの
成績上位2科目

①・②・③の
いずれか

①面接・書類審査 
※1

＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」※5

「油彩画」※6

②面接・書類審査 
※1

＋
次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」

③面接・書類審査 
※1

＋
大学入学共通テスト
の成績上位1科目

面接（オンライン）
・書類審査 ※1

次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 3

「油彩画」 ※ 4

大学入学共通テストの
成績上位2科目

11 2

11 2

8 2

11 2

15 2

14 2

9 2

14 2

12 2

6 2
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2022年度 入学試験結果データ

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 127 216 214 158 158 1. 4  

　文化財保存修復学科 13 23 23 18 18 1.3  

　歴史遺産学科 13 18 18 15 15 1.2  

　美術科 79 138 136 96 96 1.4  

　　日本画コース 23 23 21 21 1.1  

　　洋画コース 61 61 28 28 2.2  

　　版画コース 4 4 4 4 1.0  

　　彫刻コース 7 7 7 7 1.0  

　　工芸コース 15 15 14 14 1.1  

　　テキスタイルコース 13 11 8 8 1.4  

　　総合美術コース 15 15 14 14 1.1  

　文芸学科 22 37 37 29 29 1.3  

デザイン工学部 167 330 329 182 182 1. 8  

　プロダクトデザイン学科 32 53 52 37 37 1.4  

　建築・環境デザイン学科　 20 48 48 23 23 2.1  

　グラフィックデザイン学科 41 84 84 42 42 2.0  

　映像学科 32 97 97 38 38 2.6  

　企画構想学科 26 36 36 30 30 1.2  

　コミュニティデザイン学科 16 12 12 12 12 1.0  

全学計 294 546 543 340 340 1. 6  

総合型選抜入学試験［専願体験型］

※学校推薦型選抜入試を含む。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 56 240 221 84 69 2.6  

　文化財保存修復学科 3 9 7 5 5 1.4  

　歴史遺産学科 6 13 10 10 9 1.0  

　美術科 40 195 182 62 48 2.9  

　　日本画コース 26 26 15 10 1.7  

　　洋画コース 60 58 16 11 3.6  

　　版画コース 23 23 7 7 3.3  

　　彫刻コース 11 10 4 4 2.5  

　　工芸コース 30 26 13 10 2.0  

　　テキスタイルコース 16 12 2 2 6.0  

　　総合美術コース 29 27 5 4 5.4  

　文芸学科 7 23 22 7 7 3.1  

デザイン工学部 71 390 369 118 103 3.1 

　プロダクトデザイン学科 13 69 65 25 18 2.6  

　建築・環境デザイン学科　 14 55 52 21 21 2.5  

　グラフィックデザイン学科 14 90 83 28 21 3.0  

　映像学科 14 88 83 18 17 4.6  

　企画構想学科 10 59 59 16 16 3.7  

　コミュニティデザイン学科 6 29 27 10 10 2.7  

全学計 127 630 590 202 172 2.9  

総合型選抜入学試験［併願型］
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 183 180 47 13 3.8  

　文化財保存修復学科 8 24 24 4 1 6.0  

　歴史遺産学科 11 18 17 6 1 2.8  

　美術科 41 125 123 33 10 3.7  

　　日本画コース 25 25 8 3 3.1  

　　洋画コース 29 29 7 3 4.1  

　　版画コース 8 8 3 0 2.7  

　　彫刻コース 9 9 4 1 2.3  

　　工芸コース 20 19 7 2 2.7  

　　テキスタイルコース 10 10 1 0 10.0  

　　総合美術コース 24 23 3 1 7.7  

　文芸学科 11 16 16 4 1 4.0  

デザイン工学部 72 297 291 41 17 7 .1 

　プロダクトデザイン学科 15 67 65 12 6 5.4  

　建築・環境デザイン学科　 14 48 47 4 1 11.8  

　グラフィックデザイン学科 11 75 74 5 3 14.8  

　映像学科 14 56 55 4 2 13.8  

　企画構想学科 12 28 27 2 0 13.5  

　コミュニティデザイン学科 6 23 23 14 5 1.6  

全学計 143 480 471 88 30 5. 4  

一般選抜入学試験［前期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 18 18 8 8 2 . 3  

　文化財保存修復学科 2 1 1  1  1 1 .0  

　歴史遺産学科 2 1 1  1  1 1 .0  

　美術科 9 11 11 4  4 2 .8  

　　日本画コース 0 0  0  0 -

　　洋画コース 8 8  3  3 2 .7  

　　版画コース 0 0  0  0 -

　　彫刻コース 0 0  0  0 -

　　工芸コース 0 0  0  0 -

　　テキスタイルコース 2 2  0  0 -

　　総合美術コース 1 1  1  1 1 .0  

　文芸学科 2 5 5  2  2 2 .5  

デザイン工学部 12 51 51 11 11 4 . 6  

　プロダクトデザイン学科 2 5 5  1  1 5 .0  

　建築・環境デザイン学科　 2 12 12 3  3 4 .0  

　グラフィックデザイン学科 2 9 9  2  2 4 .5  

　映像学科 2 20 20 3  3 6 .7  

　企画構想学科 2 3 3  2  2 1 .5  

　コミュニティデザイン学科 2 2 2  0  0 -

全学計 27 69 69 19 19 3 . 6  

一般選抜入学試験［専願型］

※外国人留学生特別選抜入試を含む。
※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［１科目利用・２科目利用前期］を合算した人数。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 156 152 46 9 3.3  

　文化財保存修復学科 8 14 14 2 0 7.0  

　歴史遺産学科 11 9 8 2 0 4.0  

　美術科 41 123 120 39 8 3.1  

　　日本画コース 31 31 13 2 2.4  

　　洋画コース 31 31 12 2 2.6  

　　版画コース 11 11 1 1 11.0  

　　彫刻コース 7 7 2 0 3.5  

　　工芸コース 19 18 7 1 2.6  

　　テキスタイルコース 6 5 1 0 5.0  

　　総合美術コース 18 17 3 2 5.7  

　文芸学科 11 10 10 3 1 3.3  

デザイン工学部 72 172 169 32 11 5.3  

　プロダクトデザイン学科 15 38 37 5 2 7.4  

　建築・環境デザイン学科　 14 20 20 2 2 10.0  

　グラフィックデザイン学科 11 54 52 10 3 5.2  

　映像学科 14 31 31 5 3 6.2  

　企画構想学科 12 15 15 3 0 5.0  

　コミュニティデザイン学科 6 14 14 7 1 2.0  

全学計 143 328 321 78 20 4 .1 

※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［１科目利用・２科目利用前期］を合算した人数。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは本試験での募集がありません。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 148 148 29 3 5.1 

　文化財保存修復学科 8 25 25 8 0 3.1  

　歴史遺産学科 11 29 29 8 1 3.6  

　美術科　 41 69 69 11 2 6.3  

　　版画コース 6 6 2 0 3.0  

　　彫刻コース 8 8 1 1 8.0  

　　工芸コース 20 20 3 0 6.7  

　　テキスタイルコース 11 11 4 1 2.8  

　　総合美術コース 24 24 1 0 24.0

　文芸学科 11 25 25 2 0 12.5  

デザイン工学部 72 333 333 40 4 8 . 3  

　プロダクトデザイン学科 15 71 71 9 1 7.9  

　建築・環境デザイン学科 14 54 54 6 1 9.0  

　グラフィックデザイン学科 11 82 82 3 0 27.3  

　映像学科 14 61 61 9 0 6.8  

　企画構想学科 12 40 40 3 1 13.3  

　コミュニティデザイン学科 6 25 25 10 1 2.5  

全学計 143 481 481 69 7 7.0  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用前期］

大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［１科目利用・２科目利用前期］を合算した人数。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

73 64 20 14 3.7 

　文化財保存修復学科 6 6 0 0 -

　歴史遺産学科 4 4 3 3 1.3  

　美術科 53 45 13 7 3.5  

　　日本画コース 4 3 2 1 1.4  

　　洋画コース 17 16 2 2 8.0  

　　版画コース 4 3 1 1 3.0  

　　彫刻コース 1 1 0 0 -

　　工芸コース 9 8 5 1 1.6  

　　テキスタイルコース 11 9 1 0 9.0  

　　総合美術コース 7 5 2 2 2.5  

　文芸学科 10 9 4 4 2.3  

デザイン工学部 71 62 6 6 10.3 

　プロダクトデザイン学科 18 16 1 1 16.0  

　建築・環境デザイン学科　 5 4 0 0 -

　グラフィックデザイン学科 23 20 1 1 20.0  

　映像学科 17 14 1 1 14.0  

　企画構想学科 4 4 1 1 4.0  

　コミュニティデザイン学科 4 4 2 2 2.0  

全学計 144 126 26 20 4.8 

一般選抜入学試験［後期］

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［２科目利用後期］を合算した人数。

一般選抜入学試験［面接型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

8 8 3 1 2.7  

　文化財保存修復学科 1 1 0 0 -

　歴史遺産学科 3 3 1 0 3.0  

　美術科 4 4 2 1 2.0  

　　版画コース 0 0 0 0 -

　　彫刻コース 1 1 1 0 1.0  

　　工芸コース 1 1 0 0 -

　　テキスタイルコース 2 2 1 1 2.0  

　　総合美術コース 0 0 0 0 -

　文芸学科 0 0 0 0 -

デザイン工学部 39 32 7 6 4 .6  

　プロダクトデザイン学科 8 4 1 0 4.0  

　建築・環境デザイン学科　 11 8 3 3 2.7  

　グラフィックデザイン学科 4 4 0 0 -

　映像学科 6 6 1 1 6.0  

　企画構想学科 5 5 1 1 5.0  

　コミュニティデザイン学科 5 5 1 1 5.0  

全学計 47 40 10 7 4 .0  

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［２科目利用後期］を合算した人数。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは本試験での募集がありません。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 269 1,072 1,035 408 279 2.5  

　文化財保存修復学科 26 107 105 40 27 2.6  

　歴史遺産学科 32 99 94 48 31 2.0  

　美術科 169 731 703 266 177 2.6  

　　日本画コース 109 108 59 37 1.8  

　　洋画コース 206 203 68 49 3.0  

　　版画コース 58 57 19 13 3.0  

　　彫刻コース 44 43 19 13 2.3  

　　工芸コース 118 111 53 29 2.1  

　　テキスタイルコース 75 66 18 12 3.7  

　　総合美術コース 121 115 30 24 3.8  

　文芸学科 42 135 133 54 44 2.5  

デザイン工学部 324 1,738 1,691 440 340 3.8  

　プロダクトデザイン学科 62 340 328 91 66 3.6  

　建築・環境デザイン学科　 52 260 252 63 54 4.0  

　グラフィックデザイン学科 68 436 421 91 72 4.6  

　映像学科 62 389 380 79 65 4.8  

　企画構想学科 50 196 195 59 51 3.3  

　コミュニティデザイン学科 30 117 115 57 32 2.0  

全学計 593 2,810 2,726 848 619 3.2  

全試験区分の総計

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［２科目利用後期］を合算した人数。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは本試験での募集がありません。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

30 30 13 4 2.3  

　文化財保存修復学科 4 4 2 2 2.0  

　歴史遺産学科 4 4 2 1 2.0  

　美術科　 13 13 6 1 2.2  

　　版画コース 2 2 1 0 2.0  

　　彫刻コース 0 0 0 0 -

　　工芸コース 4 4 4 1 1.0  

　　テキスタイルコース 4 4 0 0 -

　　総合美術コース 3 3 1 0 3.0  

　文芸学科 9 9 3 0 3.0  

デザイン工学部 55 55 3 0 18.3  

　プロダクトデザイン学科 11 11 0 0 -

　建築・環境デザイン学科 7 7 1 0 7.0  

　グラフィックデザイン学科 15 15 0 0 -

　映像学科 13 13 0 0 -

　企画構想学科 6 6 1 0 6.0  

　コミュニティデザイン学科 3 3 1 0 3.0  

全学計 85 85 16 4 5.3  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用後期］
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学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 336 736 1,072 327 708 1,035 119 289 408 87 192 279

　文化財保存修復学科 13 94 107 12 93 105 3 37 40 3 24 27

　歴史遺産学科 42 57 99 41 53 94 25 23 48 19 12 31

　美術科 220 511 731 214 489 703 70 196 266 47 130 177

　文芸学科 61 74 135 60 73 133 21 33 54 18 26 44

デザイン工学部 743 995 1,738 722 969 1,691 159 281 440 124 216 340

　プロダクトデザイン学科 166 174 340 161 167 328 48 43 91 33 33 66

　建築・環境デザイン学科 132 128 260 128 124 252 30 33 63 26 28 54

　グラフィックデザイン学科 155 281 436 149 272 421 25 66 91 23 49 72

　映像学科　 183 206 389 178 202 380 25 54 79 20 45 65

　企画構想学科 63 133 196 62 133 195 14 45 59 13 38 51

　コミュニティデザイン学科 44 73 117 44 71 115 17 40 57 9 23 32

計 1,079 1,731 2,810 1,049 1,677 2,726 278 570 848 211 408 619

男女別結果（全試験区分の総計）

学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 903 169 1,072 877 158 1,035 347 61 408 258 21 279

　文化財保存修復学科 84 23 107 83 22 105 34 6 40 23 4 27

　歴史遺産学科 93 6 99 89 5 94 46 2 48 31 0 31

　美術科 600 131 731 581 122 703 215 51 266 160 17 177

　文芸学科 126 9 135 124 9 133 52 2 54 44 0 44

デザイン工学部 1,553 185 1,738 1,510 181 1,691 411 29 440 324 16 340

　プロダクトデザイン学科 299 41 340 288 40 328 82 9 91 60 6 66

　建築・環境デザイン学科 238 22 260 230 22 252 61 2 63 52 2 54

　グラフィックデザイン学科 386 50 436 372 49 421 84 7 91 69 3 72

　映像学科 337 52 389 330 50 380 73 6 79 63 2 65

　企画構想学科 187 9 196 186 9 195 57 2 59 49 2 51

　コミュニティデザイン学科 106 11 117 104 11 115 54 3 57 31 1 32

計 2,456 354 2,810 2,387 339 2,726 758 90 848 582 37 619

現役既卒別結果（全試験区分の総計）

全体

既卒
6％

現役 94％ 芸術学部

既卒
8％

現役 92％
デザイン工学部

既卒
5％

現役 95％

デザイン工学部
男子 37％

女子 63％

入学者構成比
（男女別）

入学者構成比
（現役・既卒別）

全体
男子 34％

女子 66％
芸術学部

男子 31％

女子 69％
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地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 137 133 34 26

東北

青森県 101 98 26 19
岩手県 185 180 57 42
宮城県 654 643 171 135
秋田県 91 80 15 13
山形県 491 476 181 153
福島県 247 247 88 64
東北計 1,769 1,724 538 426

関東

茨城県 116 110 35 26
栃木県 119 119 36 17
群馬県 64 52 12 4
埼玉県 56 53 17 9
千葉県 59 59 21 13
東京都 54 54 16 8
神奈川県 28 28 13 9
関東計 496 475 150 86

中部

新潟県 140 139 40 28
富山県 3 3 0 0
石川県 4 4 0 0
福井県 3 3 0 0
山梨県 15 11 1 1
長野県 65 62 23 14
岐阜県 1 1 1 0
静岡県 29 26 7 4
愛知県 15 15 7 4
三重県 1 1 1 1
中部計 276 265 80 52

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

近畿

滋賀県 3 3 1 1
京都府 0 0 0 0
大阪府 3 3 2 2
兵庫県 3 3 1 1
奈良県 1 1 0 0
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 10 10 4 4

中国

鳥取県 1 1 1 1
島根県 2 2 2 0
岡山県 7 7 4 3
広島県 4 4 2 1
山口県 6 6 2 1
中国計 20 20 11 6

四国

徳島県 3 3 1 1
香川県 1 1 1 1
愛媛県 1 1 0 0
高知県 0 0 0 0
四国計 5 5 2 2

九州

福岡県 0 0 0 0
佐賀県 0 0 0 0
長崎県 10 7 3 1
熊本県 7 7 1 1
大分県 6 6 0 0
宮崎県 0 0 0 0
鹿児島県 4 4 0 0
沖縄県 40 40 13 6
九州計 67 64 17 8

検定 22 22 6 5
海外 8 8 6 4
合計 2,810 2,726 848 619

都道府県別結果（全試験区分の総計）

北海道　26名　4.2%

東北　426名　68.8%

中部　52名　8.4% 関東　86名　13.9%

近畿　4名　0.65%

九州　8名　1.3%

中国・四国　8名　1.3%

検定等　5名　0.8%
海外　4名　0.65%

入学者構成比（都道府県別）
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北海道

札幌北陵、札幌白石、岩見沢東、南富
良野、おといねっぷ美術工芸、室蘭栄、
室蘭清水丘、釧路湖陵、中標津、北広島、
札幌平岸、札幌厚別、石狩南、北広島西、
札幌平岡、紋別、函館、札幌開成、立
命館慶祥、藤女子、札幌大谷、函館ラ・
サール、小樽双葉、北海道大谷室蘭、
クラーク記念国際

青森県

青森西、青森東、青森南、弘前、弘前中央、
弘前南、八戸、八戸東、八戸北、五所川原、
田名部、三本木農業、弘前工業、弘前
学院聖愛、青森明の星、八戸工業大学
第二

岩手県

盛岡第一、盛岡第三、盛岡第四、盛岡北、
杜陵、盛岡工業、花巻北、黒沢尻北、
北上翔南、水沢、水沢工業、前沢、金
ケ崎、一関第一、一関第二、高田、大
船渡、遠野、宮古、福岡、盛岡市立、
不来方、岩手、盛岡白百合学園、盛岡
中央、一関学院

宮城県

仙台高専、仙台第一、仙台第二、仙台
第三、仙台向山、古川、角田、築館、
佐沼、白石、石巻、塩釡、名取、泉、
多賀城、宮城第一、仙台二華、仙台三桜、
石巻好文館、石巻北、松島、小牛田農林、
柴田農林、工業、大河原商業、仙台南、
仙台、仙台工業、名取北、泉松陵、仙
台西、泉館山、宮城広瀬、利府、石巻西、
柴田、仙台東、富谷、宮城野、仙台青陵、
仙台商業、美田園、気仙沼、仙台育英
学園、東北、東北学院、東北学院榴ケ岡、
宮城学院、仙台白百合学園、尚絅学院、
常盤木学園、聖和学園、東北生活文化
大学、仙台大学附属明成、聖ウルスラ
学院英智、聖ドミニコ学院、仙台城南、
古川学園、東陵、飛鳥未来きずな

秋田県

秋田、秋田南、秋田工業、花輪、大館鳳鳴、
能代、本荘、由利、大曲、大曲農業、角館、
増田、秋田明徳館、秋田中央、秋田西、
新屋、横手清陵学院、湯沢翔北、能代
松陽、ノースアジア大学明桜

山形県

山形東、山形南、山形西、山形北、山
形工業、山形中央、山形市立商業、天童、
山辺、寒河江、寒河江工業、谷地、左沢、
東桜学館、新庄北、新庄南、米沢興譲館、
米沢東、米沢工業、米沢商業、高畠、長井、
長井工業、荒砥、小国、鶴岡南、鶴岡北、
鶴岡工業、酒田東、酒田西、南陽、上
山明新館、霞城学園、鶴岡中央、新庄
神室産業、酒田光陵、村山産業、山形
城北、山形学院、日本大学山形、創学館、
山本学園、東海大学山形、新庄東、九
里学園、米沢中央、羽黒、和順館

福島県

福島工業高専、福島（県立）、橘、福島西、
福島商業、福島明成、福島工業、安達、
安積、安積黎明、郡山東、須賀川、須
賀川桐陽、白河、白河旭、田村、会津、
葵、会津工業、喜多方、西会津、只見、
磐城、磐城桜が丘、好間、相馬、相馬東、
原町、あさか開成、郡山北工業、郡山、
福島東、いわき光洋、光南、郡山萌世、
修明、福島（私立）、福島成蹊、聖光学院、
郡山女子大学附属、尚志、日本大学東北、
東日本国際大学附属昌平、会津若松ザ
ベリオ学園、いわき秀英

茨城県

日立第一、日立商業、太田第一、水戸
第二、水戸第三、笠間、竜ケ崎第一、
藤代、下館第二、下妻第一、水海道第一、
竹園、牛久、日立北、取手松陽、古河、
太田西山、明秀学園日立、茨城、水城、
東洋大学附属牛久、水戸葵陵、鹿島学園、
翔洋学園、第一学院（高萩校）、ルネサ
ンス、Ｓ

栃木県

宇都宮南、宇都宮女子、宇都宮中央女
子、宇都宮工業、鹿沼、小山、栃木女子、
佐野、足利、足利女子、真岡女子、茂木、
大田原女子、那須拓陽、黒磯、矢板東、
高根沢、宇都宮北、鹿沼東、さくら清修、
栃木翔南、作新学院、宇都宮短期大学
附属、日々輝学園、佐野日本大学中等
教育学校

群馬県

前橋女子、伊勢崎清明、渋川、吉井、
利根商業、高崎経済大学附属、伊勢崎、
安中総合学園、四ツ葉学園、桐生、共
愛学園、高崎商科大学附属、前橋育英、
高崎健康福祉大学高崎、明和県央

埼玉県

筑波大学附属坂戸、熊谷、川越女子、
小川、越谷北、豊岡、越生、新座総合
技術、伊奈学園総合、大宮光陵、芸術
総合、細田学園、本庄東、東京成徳大
学深谷、埼玉栄、浦和学院、国際学院

千葉県

千葉女子、八千代、松戸（県立）、松戸南、
我孫子、佐倉、匝瑳、東金、長生、君津、
磯辺、市川東、松戸馬橋、柏中央、千
葉英和、千葉学芸、二松学舎大学附属
柏、東京学館、市原中央、東京学館船橋、
木更津総合

志願者出身高校一覧（全試験区分）
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東京都

東京大学教育学部附属、工芸、文京、
町田、向丘、芦花、小金井北、八王子
桑志、錦城学園、駒込、順天、日本大
学第一、安田学園、立正大学付属立正、
大東学園、日本工業大学駒場、和光、
女子美術大学付属、大東文化大学第一、
富士見、工学院大学附属、八王子学園
八王子

神奈川県

光陵、横須賀大津、追浜、七里ガ浜、
藤沢西、小田原、西湘、茅ケ崎北陵、
伊勢原、大磯、上矢部、元石川、横浜
明朋、相模原弥栄、桐蔭学園、向上

新潟県

新潟中央、新潟南、新潟江南、新潟西、
新潟工業、新潟商業、巻、新発田、村上、
村上桜ケ丘、中条、新津、五泉、長岡、
長岡工業、見附、三条東、小千谷、柏崎、
高田、高田北城、上越総合技術、海洋、
新発田南、長岡向陵、村上（中等教育）、
新潟翠江、燕、高志、北越、中越、関
根学園、長岡英智、開志国際

富山県

入善、魚津

石川県

小松明峰

福井県
羽水

山梨県

甲府第一、富士河口湖、駿台甲府、山
梨学院

長野県

須坂、長野吉田、長野（県立）、長野西、
長野東、屋代、岩村田、野沢北、諏訪
清陵、松本深志、長野南、長野（市立）、
大町岳陽、松本第一、長野清泉女学院、
長野日本大学、佐久長聖、エクセラン

岐阜県

加納

静岡県

伊東、沼津西、富士宮東、静岡、焼津
中央、静岡中央、静岡聖光学院、藤枝
順心、誠恵

愛知県

旭丘、昭和、豊丘、向陽、東邦、愛知
工業大学名電、星城

三重県

青山

滋賀県

近江兄弟社

大阪府

港南造形、関西大学北陽

兵庫県

明石

奈良県

飛鳥未来

鳥取県

青翔開智

島根県

平田

岡山県

津山東、勝山、林野

広島県

広島大学附属、ＡＩＣＪ

山口県

豊浦、慶進

徳島県

徳島市立

香川県

善通寺第一

愛媛県

未来

長崎県

長崎西、諫早、波佐見、長崎日本大学

熊本県

勇志国際

大分県

岩田

鹿児島県

屋久島おおぞら

沖縄県

首里、浦添工業、開邦、那覇国際、ヒュー
マンキャンパス、Ｎ
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東北芸術工科大学の総合型選抜入学試験［専願体験型］は、

一般的な大学入試のように「機械的に点数の低い受験者を落

とす」だけの選抜型とは全く異なり、大学と受験生の相互理解

を深め、通常の入試では評価されにくい受験生自身の魅力を

評価するものです。選考の際は、アドミッション・ポリシー（大

学側の求める学生像や受験生の受け入れ方針）やカリキュラ

ムなどを理解していただき、ワークショップや体験授業に参加

いただきます。その際に学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、大

学教育を受けるために必要な基礎的な学力、思考力、判断力、

表現力や協調性など、個々の幅広い魅力と能力を見い出しま

す。加えて、面接を通してあなたが持つたくさんの可能性も

評価します。これらを通して、受験時点での実力だけではなく、

多角的な視点で受験生一人ひとりと向き合い、選考する点が

大きな特徴です。

※事前課題や提出物はありません。
　また、本入試では面接時にファイル等の資料や作品を持ち込むことはできません。

※試験の詳細については、必ず2023年度学生募集要項をご確認ください。

総合型選抜入学試験
［専願体験型］
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歴史遺産学科

①体験授業（模擬授業とグループディスカッション）
・模擬授業にて身近で具体的な歴史遺産（考古遺跡や伝
統的建造物など）をひとつ取り上げ、教員が説明を行う
・7～8名程度のグループに分かれ、上記歴史遺産の利
活用を話し合う

・講義の感想とグループで話したことを講義ノート（ A4 

一枚程度）としてまとめ、面接冒頭に3分程度で話す
②面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

2023年度 学科・コース別 試験予定内容一覧（予定）
※変更が生じる場合がありますので、受験の際は、必ず「2023年度学生募集要項」および大学HPをご確認ください。

文化財保存修復学科

①体験授業
文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレ
ポートを提出する

芸術学部

②面接
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）
決められたエリア内（屋内）で、各自写生を行う
②上記体験授業を通じて感じたこと、考えたことを文章化し、
振り返りシートの提出する

③面接（1 グループ2～3人で行う）

美術科 洋画コース

①体験授業（静物油彩）

油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後モチ
ーフを組み各自油彩制作を行う

②面接

当日制作した作品をもとにグループでのミニ講評会を兼
ねる
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美術科 版画コース

①体験授業 （イラストレーション制作or自画像デッサン制作） 

当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを
選択し制作を行う

［イラストレーション制作］イラストレーション制作におけ
る事前レクチャーを行い、各自自由にテーマを設定しイラ
ストレーションの制作を行う

［自画像デッサン制作］自画像デッサン制作における事前
レクチャーを行い、鉛筆による自画像デッサンを行う

②ミニ講評会  

体験授業終了後ミニ講評会を実施し、体験授業を通じて
気づいたことをミニレポートに書く

③面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 彫刻コース

①体験授業（彫刻制作体験）  

大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各
自が自由な発想で粘土を使って立体作品を制作する

②振り返り  

制作物の意図や感想を発表する

③面接

※掲載写真は（在学生による）体験授業のイメージです。
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験） 
アートワークショップを体験後、それを活用したイベント
企画をグループで考え発表する

②面接

工芸デザイン学科（2023年4月新設）※旧美術科工芸コース・テキスタイルコース

①体験授業（立体＆平面制作体験）  

立体・平面制作の基礎を学ぶ。立体制作では与えられた
紙造形を基本とし条件に沿って制作し、平面制作では配
色デザインを行う

デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する

②面接
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文芸学科

①体験授業  

教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書
き換え）する体験型演習を受けながらグループ単位でリラ
イトに挑戦する

②作文  

①で行ったグループワークについて執筆する（600字程度）

③面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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建築・環境デザイン学科

①体験授業  

建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を受講後、
講義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる

②面接

①体験授業  

身のまわりのモノの機能や形態を観察し、その理由を考
える。前半のグループワークではそれらの優れた点や改
善すべき点を共有し、後半の個人ワークでは、対象となる
モノの応用展開例を提案する

②面接

プロダクトデザイン学科

デザイン工学部

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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映像学科

①体験授業（創作体験）　

提示する1つのキーワードから独自の映像作品をイメージ
し、その世界観をアイデアスケッチと文章（600字以内）
で表現する

②面接

グラフィックデザイン学科

①体験授業  

デザインに関する模擬授業を受けた後、その内容を基に
グループで発表を行う

②面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
専
願
体
験
型
型
﹈
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コミュニティデザイン学科

①体験授業
・課題解決型ワークショップで取り扱う対象地域、特徴、
地域で起こっている社会的課題の講義を受講する
・地域の社会課題を解決し、SDGsに寄与する社会を実
現するモノ・コトをグループで話し合う

・グループで考えたアイデアをグループごとに発表する
・自身の気づきや考えについてレポートを作成する（振り
返り） 

②面接

企画構想学科

①体験授業

・ミニ講義  

課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受
講する

・課題解決型ワークショップ  

提示された課題に対して、グループに分かれて企画を

考え発表を行う

・振り返りシート  

ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記
入する

②面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
専
願
体
験
型
型
﹈
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小論文 /デッサン /水彩画 /油彩画

実技

25



90 分試 験 時 間

● ア ド バ イ ス

　 小 論 文 は 感 想 文 で は あ り ま せ ん 。 書 き 手 が 思 っ た こ と を

素 直 に 書 い て も 、 そ れ は 感 想 文 に し か な り ま せ ん し 、 ま し

て や 誰 か の 顔 色 を う か が う よ う な 「 〇 〇 は し て は い け な い

と 思 い ま す 」 の よ う な 心 地 よ い 終 わ り 方 を す る 文 章 は 小 論

文 で は あ り ま せ ん 。

　 そ う な ら な い た め に 必 要 な 力 の 一 つ 目 は 文 章 力 で す 。「 あ

ー そ ー ゆ ー こ と ね 」 と 思 っ た あ な た 、 そ れ は 多 分 違 い ま す 。

わ か り や す く 読 み や す い 文 章 を 書 く の は 当 然 の こ と で 、

入 試 だ か ら と い っ て 特 別 、 要 求 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。

そ う で は な く 自 ら の 言 い た い こ と を 論 理 的 に 伝 え る た め

の 文 章 力 で す 。 自 ら の 主 張 の た め に ど の よ う な 語 句 を 使

え ば 良 い の か 。 一 文 内 の 構 成 だ け で は な く 、 段 落 内 の 文 章

構 成 、 さ ら に は 段 落 ご と の 全 体 構 成 も 含 め て 考 え る 必 要

が あ り ま す 。

　 二 つ 目 は 読 解 力 で す 。 例 え ば 課 題 文 で 「 白 米 の 美 味 し さ 」

に つ い て 述 べ ら れ て い る と し ま し ょ う 。 こ れ に 対 し て 「 ラ

イ ス ペ ー パ ー の 便 利 さ 」 を 書 い た と し た ら 、 課 題 文 の テ ー マ

か ら は 大 幅 に ず れ て い る こ と に な り ま す 。 も ち ろ ん 同 じ 「 米 」

に つ い て 書 い て い る た め 、 解 答 者 自 身 は 関 連 す る 意 見 を 述

べ て い る 感 覚 に 陥 っ て い る の は わ か り ま す 。 し か し 課 題 文

の 主 題 を 見 失 っ て い る と 読 み 取 れ ま す 。

　 三 つ 目 は 構 成 力 に な り ま す 。 「 白 米 の 美 味 し さ 」 と い う

課 題 文 に 対 し 、 「 美 味 し い 」 、 「 不 味 い 」 と い う 対 立 軸 を 勝 手

に 構 成 し 、 片 方 の 立 場 で 意 見 を 述 べ る の は ベ ス ト な 選 択 で

は あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら ま ず 課 題 文 に そ の 二 項 対 立 が 書

か れ て い る か ど う か の 確 認 が 必 要 で す 。 ま た 賛 成 や 反 対

は 誰 で も で き る こ と で 、 そ こ に 書 き 手 の 力 は あ ま り 必 要

あ り ま せ ん 。 何 よ り 対 象 に 対 す る 思 想 が 二 つ し か な い の は 、

極 め て 窮 屈 な 考 え で す 。 そ う で は な く 単 な る 対 立 軸 を 越

え て 、 自 ら の 意 見 を 述 べ る 力 が 試 さ れ ま す 。 そ の た め に は

課 題 文 を 踏 ま え 、 自 ら の 意 見 を 論 理 的 に 構 成 し 、 説 得 力 の

あ る 内 容 を 練 り 上 げ る こ と に な り ま す 。

　 最 後 は 論 理 展 開 力 に な り ま す 。 感 想 文 に な ら な い た め

に は 、 客 観 的 な 情 報 を よ り ど こ ろ に し た 論 理 的 な 思 考 を

行 い 、 そ れ ら の 情 報 に よ り 自 ら の 意 見 や 思 想 を 実 証 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め に は 数 多 く の 本 を 読 み 、 ニ ュ

ー ス に 触 れ 、 知 識 を 増 や し 、 自 ら の 身 体 で の 体 験 ・ 経 験 を

し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ で 陥 り が ち な の は 、 自

ら の 体 験 を た だ 書 く だ け で 論 理 的 な 主 張 に な る と 思 い 込

む こ と で す 。 も ち ろ ん 皆 さ ん の 経 験 は 皆 さ ん の 経 験 と し

て 重 要 で す 。 で も 別 の 人 が 同 じ 事 象 を 経 験 し て も 、 正 反 対

の 感 慨 を 抱 く 可 能 性 も あ り ま す 。 つ ま り 個 人 の 体 験 を 普

遍 化 す る た め に は 論 理 的 な 力 が 必 要 に な り ま す 。

　 文 章 を 書 く 訓 練 、 そ の た め に 必 要 な 情 報 の 取 得 を 常 日

頃 か ら 取 り 組 む た め 、 小 論 文 を 書 く 力 は 一 朝 一 夕 で 身 に つ

く も の で は あ り ま せ ん 。 逆 に い え ば 皆 さ ん が こ れ ま で 生

き て き て 経 験 し た こ と 、 知 識 と し て 吸 収 し た こ と が 直 接

的 に 表 れ て き ま す 。 そ の 多 様 な 知 識 に 裏 打 ち さ れ た 多 様

な 感 性 は 、 入 学 後 も 必 ず 活 か さ れ ま す 。

出 題 内 容 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の 内 容 に 触

れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で 述 べ る

テ ー マ 「 社 会 と 人 間 」（ 全 入 試 共 通 ）

評 価 の ポ イ ン ト 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」 を 評 価 す る た め 以 下 の ポ イ ン ト を 重 視 す る

文 章 力 ： 単 な る 読 み や す い 文 章 だ け で は な く 、 論 理 的 な 文 章 を 書 け て い る か

読 解 力 ： 課 題 文 で 書 か れ て い る 主 題 を き ち ん と 理 解 し 、 自 ら の 意 見 を 書 け て い る か

構 成 力 ： 自 分 の 都 合 の い い よ う に 、 強 引 に 理 屈 を こ じ つ け る よ う な 説 を 述 べ る の で は な く 、 課 題

文 と の 連 続 性 の 中 で 文 章 を 書 け て い る か

論 理 展 開 力 ： 自 ら の 感 想 や 体 験 に と ど ま ら な い 普 遍 的 な 視 点 に よ り 、 論 理 的 な 考 察 を 行 え て い る か

大 学 で 用 意 す る も の 解 答 用 紙 （ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ A ３ 、 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り

※ ２ ０ ２ ３ 年 度 の 出 題 概 要 は 、 「 ２ ０ ２ ３ 年 度 学 生 募 集 要 項 」 を ご 確 認 く だ さ い 。

小 論 文

小
論
文

26



小
論
文

総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 西 田 正 規 『 人 類 史 の な か の 定 住 革 命 』（ 講 談 社 ／ ２ ０ ０ ７ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 不 快 な も の に は 近 寄 ら な い 、 危 険 で あ れ ば 逃 げ て い く 。

こ の 単 純 き わ ま る 行 動 原 理 こ そ 、 高 い 移 動 能 力 を 発 達 さ せ

て き た 動 物 の 生 き る 基 本 戦 略 で あ る 。

　 し か し 、 快 な る 場 所 に 集 ま る 動 物 は 、 そ の た め し だ い に

多 く な り 、 つ い に 、 あ ま り に 多 く な っ て し ま え ば 、 こ の 楽

園 の 食 料 も 乏 し く な り 、 そ し て 排 泄 物 に 汚 れ た 不 快 な 場

所 に 変 わ る だ ろ う 。 侵 入 し て く る 他 の 動 物 を 追 い 払 っ て 縄

張 り を 主 張 す る こ と も 、 ま た 多 く の 動 物 社 会 に 見 ら れ る

こ と で あ る 。

　 サ ル や 類 人 猿 た ち は 、 あ ま り 大 き く な い 集 団 を 作 り 、 一

定 の 遊 動 域 の な か を 移 動 し て 暮 ら し て い る 。 集 団 を 大 き

く せ ず 遊 動 域 を 防 衛 す る こ と で 、 個 体 密 度 が あ ま り に 増

加 す る の を お さ え 、 そ し て 頻 繁 に 移 動 す る こ と に よ っ て 環

境 の 過 度 な 荒 廃 を 防 ぎ 、 食 べ 物 に あ り つ き 、 危 険 か ら 逃 れ

る の で あ る 。 こ の よ う に し て 霊 長 類 は 、 数 千 万 年 に も わ た

っ て 自 ら の 生 き る 場 を 確 保 し て き た の で あ る 。

　 霊 長 類 が 長 い 進 化 史 を 通 じ て 採 用 し て き た 遊 動 生 活 の

伝 統 は 、 そ の 一 員 と し て 生 ま れ た 人 類 に も ま た 長 く 長 く 受

け 継 が れ た 。 定 住 す る こ と も な く 、 大 き な 社 会 を 作 る こ と

も な く 、 稀 薄 な 人 口 密 度 を 維 持 し 、 し た が っ て 環 境 が 荒 廃

す る こ と も 汚 物 に ま み れ る こ と も な く 、 人 類 は 出 現 し て

か ら 数 百 万 年 を 生 き 続 け て き た の で あ る 。

　 だ が 、 今 、 私 た ち が 生 き る 社 会 は 、 膨 大 な 人 口 を か か え

な が ら 、 不 快 が あ っ た と し て も 、 危 険 が 近 づ い た と し て も 、

頑 と し て 逃 げ 出 そ う と は し な い か の よ う で あ る 。 生 き る

た め に こ そ 逃 げ る 遊 動 者 の 知 恵 は 、 こ の 社 会 で は も は や

顧 み ら れ る こ と も な い 。

　 遊 動 生 活 者 で あ る フ ィ リ ピ ン の ネ グ リ ー ト の キ ャ ン プ を

訪 問 し た 時 の あ る 日 、 強 い 雨 が 降 り 、 水 位 を 増 し た 流 れ が

キ ャ ン プ の そ ば ま で や っ て き た 。 水 を 見 て い た 人 た ち が 、

そ れ を 危 険 と 判 断 し て 皆 に 知 ら せ て か ら 、 持 ち 物 の 一 切 と 、

子 ど も や ヤ シ の 葉 で 作 っ た 屋 根 が わ り の 編 み 物 、 燃 え る 火

と 薪 を 持 っ て 安 全 な 近 く の 高 台 に 移 動 す る の に 、 ほ ん の 四 、

五 分 も か か っ た だ ろ う か 。 彼 ら は 自 然 の 偉 大 な 力 で さ え も 、

ほ ん の 数 分 の 手 間 を か け る だ け で 軽 く い な し て し ま っ た 。

　 あ る 時 か ら 人 類 の 社 会 は 、 逃 げ る 社 会 か ら 逃 げ な い 社

会 へ 、 あ る い は 、 逃 げ ら れ る 社 会 か ら 逃 げ ら れ な い 社 会 へ と 、

生 き 方 の 基 本 戦 略 を 大 き く 変 え た の で あ る 。 こ の 変 化 を 「 定

住 革 命 」 と 呼 ん で お こ う 。 お よ そ 一 万 年 前 、 ヨ ー ロ ッ パ や 西

ア ジ ア 、 そ し て こ の 日 本 列 島 に お い て も 、 人 類 史 に お け る

最 初 の 逃 げ な い 社 会 が 生 ま れ た 。

　 逃 げ な い 社 会 の な か に あ っ て も 、 人 々 が 逃 げ る 衝 動 を 完

全 に 失 っ た わ け で は な い の だ ろ う 。 定 住 社 会 の 間 隙 を 縫 っ

て す り 抜 け る ノ マ ド （ 遊 動 民 ） た ち は 、 そ の 後 も 絶 え た こ と

は な く 、 ま た 、 定 住 社 会 に お け る 不 満 の 蓄 積 は 、 し ば し ば

ノ マ ド へ の 羨 望 と な っ て 噴 出 す る 。 だ か ら こ そ 定 住 社 会 は 、

ノ マ ド の 衝 動 を ひ た す ら 隠 し 、 わ け も な く ノ マ ド た ち に 蔑

視 の ま な ざ し を 投 げ 、 否 定 し 続 け て き た の で あ ろ う 。

　 人 類 が ノ マ ド と し て 生 ま れ た こ と か ら し て 、 あ る い は ノ

マ ド と し て 生 き た 時 間 の 深 さ か ら し て 、 そ の 生 き 方 は 人 類

の 体 内 の 深 く に 染 み 入 っ て い る に ち が い な い 。 だ が 、 た と

え ノ マ ド へ の 衝 動 を 持 つ に し て も 、 す で に こ の 社 会 の 人 類

が 定 住 者 と し て し か 生 き ら れ な い こ と も ま た 明 ら か で あ る 。

だ と す れ ば 、 こ の 社 会 が な す べ き こ と は 、 ノ マ ド の 否 定 で

も 蔑 視 で も な い は ず で あ る 。 定 住 す る こ と に よ っ て 失 っ た

も の に も 想 い を 馳 せ ね ば な ら な い 。 ノ マ ド の 生 き 方 と そ の

歴 史 に 向 か い 合 う 時 が き た 。
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評 価 ポ イ ン ト

　 参 考 解 答 は 、 ま ず 人 間 社 会 に お け る 現 状 の

分 析 か ら 心 の 「 余 裕 」 と い う キ ー ワ ー ド を 得 て 、

さ ら に 部 活 で 体 験 し た 葛 藤 か ら 「 逃 げ る 」 こ と

の 是 非 を 問 う て 「 余 裕 」 と 結 び つ け て 論 じ 、「 逃

げ と 余 裕 」 を タ イ ト ル と し て ま と め て い ま す 。

こ の よ う に 課 題 文 に 示 さ れ る 「 定 住 革 命 」 を 読

み 解 き 、 自 ら の 体 験 に 基 づ い た 論 考 を 素 直 に

進 め て 展 開 し て い る 点 が 評 価 さ れ ま す 。

逃 げ と 余 裕

　 か つ て 人 類 は 不 快 な も の に 近 寄 ら ず 、 危 険 で あ れ ば 逃

げ る 、 と い う 基 本 戦 略 を 用 い て い た 。 し か し 現 在 に お い て

基 本 戦 略 は 「 逃 げ を 許 さ な い 」 に 大 き く 変 化 し た 。

　 現 在 「 生 き る た め に 逃 げ る 」 と い う 選 択 肢 が と ら れ る こ

と は 稀 だ 。

　 今 の 社 会 は 総 じ て 逃 げ る 人 や 、 逃 げ る と い う 行 為 自 体

に 厳 し い 。 ど ん な に 仕 事 や 学 校 が 辛 く て も そ こ か ら 逃 げ

れ ば 強 い 非 難 を 受 け る 。

　 な ぜ 社 会 は そ れ ほ ど ま で 「 逃 げ 」 を 許 さ な い の だ ろ う 。

　 日 常 生 活 に 目 を 向 け て み る と 、 我 々 人 間 は 忙 し い 。 常 に

何 か に 追 わ れ 、 働 い て い る 。 常 に 何 か に 追 わ れ る と い う の

は 人 の 心 身 に 大 き な ス ト レ ス を も た ら す 。

　 こ の よ う に 現 代 社 会 に 生 き る 人 間 に は 「 心 の 余 裕 」 が な

い 。 皆 ど こ か で 「 逃 げ た い 」 と 思 っ て い る 。 だ け ど 逃 げ ら れ

な い 。 そ れ 故 に 「 逃 げ る 」 と い う 選 択 を し た 人 間 を 非 難 し 、

蔑 視 し て し ま う 。

　 か つ て 私 も そ う だ っ た 。 私 は 高 校 二 年 ま で 吹 奏 楽 部 に 所

属 し て い た 。 活 動 は 基 本 不 定 休 で 、 練 習 時 間 は 長 く 厳 し い 。

誰 も が 口 に は 出 さ な い が 「 辞 め た い 」 と 思 っ て い た 。 だ か ら

実 際 に 辞 め て い っ た 仲 間 に 対 し て ど こ か 恨 む 気 持 ち が あ

っ た 。

　 人 間 は 自 身 に 心 の 余 裕 が な け れ ば 人 に は 優 し く で き な

い 。 ま た 自 分 も 苦 し い 状 況 に あ る の に 他 人 が そ れ か ら 開

放 さ れ る の は 許 せ な い 。

　 本 来 、 逃 げ る と い う 行 為 は 悪 い こ と で は な い 。 む し ろ 逃

げ ず に 、 逃 げ ら れ ず に 過 労 死 、 自 殺 を し て し ま う 方 が 問

題 だ 。

　 現 代 の 余 裕 が な い 社 会 に お い て 、 生 き る 為 に 逃 げ る と

い う 選 択 は 必 要 だ 。 し か し そ の た め に は ノ マ ド の 歴 史 を 知

る こ と も 大 切 だ が 、 ま ず は 社 会 全 体 が 「 余 裕 」 を 持 て る よ

う な 仕 組 み が 必 要 な の で は な い だ ろ う か 。
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評 価 ポ イ ン ト

　 参 考 解 答 は 、 人 類 が 遊 動 の 歴 史 を 経 て 現 在

の 定 住 に 至 る と い う 課 題 文 の 論 旨 を 否 定 し て

い る こ と か ら 書 き 出 さ れ て い ま す が 、 そ の 内

容 を 否 定 し て い る わ け で は な く 、 現 実 に 対 す

る 考 察 に よ り 、 「 心 の 住 居 」 と い う イ ン タ ー ネ ッ

ト 社 会 で の 居 場 所 を 求 め る 様 相 を 見 出 し 、 遊

動 の 必 要 性 を 論 じ て い ま す 。 こ の よ う に 課 題

文 に 接 し て 現 実 の 状 況 に 問 い か け な が ら 、 わ

か り や す く 記 述 し て い る 点 が 評 価 さ れ ま す 。

定 住 社 会 に お け る 他 者 と の 共 生

　 私 は 現 代 人 が 今 も 遊 動 を 続 け て い る と 考 え る 。 現 代 に

お い て 、 人 々 は 逃 げ る こ と を 止 め て 、 巨 大 な 定 住 社 会 を 作

り 出 し た 。 し か し 、 そ れ は 住 居 の 話 で あ る 。 今 の 社 会 に お

い て 、 人 々 が よ り 強 い こ だ わ り を 持 つ よ う に な っ た も の は

「 心 の 住 居 」 で は な い だ ろ う か 。 例 え ば 現 代 の イ ン タ ー ネ ッ

ト 社 会 で は 、 簡 単 に 共 通 の 趣 味 を 持 つ 人 と 出 会 う こ と が で

き 、 そ の コ ミ ュ ニ テ ィ ー に 安 住 す る こ と が で き る 。 こ う い っ

た 集 団 は 、 人 数 が 少 な い ほ ど 人 目 に つ か ず 、 彼 ら の 価 値 観

は 否 定 さ れ る こ と は な い 。 と こ ろ が 数 が 膨 れ 上 が り 、 よ り

多 様 な 考 え が 混 在 す る よ う に な れ ば 意 見 は す れ 違 い 、 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー の 質 は 落 ち て 、 そ の 住 人 は 別 の 住 み や す い 住

居 を 探 す だ ろ う 。 こ の よ う に 人 々 は 、 精 神 世 界 に お い て は

今 で も 、 常 に 快 な る 場 所 を 探 し 続 け る 遊 動 生 活 者 の ま ま

で あ る 。

　 し か し 、 こ の よ う な 人 々 の 精 神 に と っ て 都 合 の 良 い 社 会

は 、 現 実 の 生 活 の 質 を 落 と し て い る 。 ネ ッ ト の 中 で は 、 自

身 の 性 別 や 声 、 性 格 な ど を 気 に せ ず 会 話 す る こ と が で き る 。

だ が そ の 結 果 、 ネ ッ ト 社 会 の 人 格 と 現 実 世 界 の 人 格 は か け

離 れ て い き 我 を 忘 れ て い く だ ろ う 。 果 た し て そ こ に 充 実

し た 人 生 は あ る の だ ろ う か 、 い や あ る わ け が な い 。 生 活 の

充 実 と は 、 他 者 と の 、 直 接 的 な 関 わ り の 中 に あ り 、 そ こ か

ら 自 分 と い う 存 在 を 認 識 し て 、 自 分 の 価 値 を 見 出 し て い く

も の だ か ら だ 。

　 ま た 、 他 者 に 支 え な が ら 生 き て い る と い う 感 覚 を 失 わ

せ た 原 因 は 定 住 に あ る だ ろ う 。 ノ マ ド は 他 者 と の 共 生 を 常

に 考 え て い た の だ ろ う 。 そ の こ だ わ り は 、 現 代 人 の 生 活 に

必 要 だ 。

　 今 あ る 政 治 や 環 境 の 問 題 や 国 際 問 題 を 他 人 事 の よ う に

思 っ て 生 き る こ と は 間 違 い だ 。 そ れ ら を 無 視 し 続 け れ ば い

つ か 自 分 に 降 り か か っ て く る だ ろ う 。 定 住 が 生 ん だ 一 時 的

な 安 心 感 か ら 目 覚 め 、 現 実 社 会 に お い て よ り 深 く 、 他 者 と

関 わ り 共 生 し て い く 術 を 求 め て 遊 動 す る 。 そ れ が ノ マ ド か

ら 得 ら れ る 大 き な 学 び で あ る と 私 は 考 え る 。

参 考 解 答
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一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 入 学 試 験 ﹇ 1 科 目 利 用 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 真 辺 将 之 『 猫 が 歩 い た 近 現 代 』（ 吉 川 弘 文 館 ／ ２ ０ ２ １ 年 ） か ら の 一 部 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

も 表 裏 一 体 で あ る こ と で あ る 。 社 会 の 複 雑 化 と 他 者 に 対 す

る 不 信 感 の な か で 、 唯 一 信 頼 で き る 相 手 と し て 猫 を 愛 す る

人 も い る 。 ま た 大 家 族 は も ち ろ ん 、 近 代 的 な 核 家 族 す ら 減

少 ・ 変 容 し て い く な か で 、 猫 が 「 家 族 」 と さ れ る よ う に な っ

た こ と は 、 き わ め て 逆 説 的 だ が 、 決 し て 偶 然 で は な い 。 社

会 や 家 族 が 人 間 だ け の も の で あ る と い う 自 明 性 が 解 体 し 、

見 ず 知 ら ず の 他 人 よ り も 自 分 の 猫 の 方 が か け が え の な い

存 在 に 思 え る と い う 精 神 状 況 こ そ が 、 猫 を 「 家 族 」 の 、 そ し

て 「 社 会 」 の 一 員 た ら し め て い る 。 変 容 す る 「 家 族 」 や 「 社 会 」

こ そ が 、 猫 を そ の 一 員 た ら し め て い る の で あ る 。

　 他 人 の 顔 が 見 え な い ま ま に 、 同 じ 社 会 を 生 き て い る と は

思 え な い ほ ど に 隔 絶 し た 思 考 を 抱 く 人 々 が 増 え て い く の も 、

現 代 社 会 の 特 質 で あ る 。 そ の 隔 絶 は 猫 に 対 す る 考 え 方 に

お い て も 生 じ て い る 。 そ う し た な か で は 猫 の 現 代 化 が 進 む

と 同 時 に 、 そ の 「 完 結 」 も 容 易 で は な く 、 そ れ 自 体 が 新 た な

問 題 を 生 み 出 し て い く こ と に も な る 。 そ れ が 単 に 好 き 嫌 い

の 問 題 で あ る の な ら ば ま だ よ い が 、 近 年 で は 、 野 生 生 物 に

対 す る 「 ノ ネ コ （ 注 １ ） 」 に よ る 被 害 な ど 、 単 な る 好 き 嫌 い に

還 元 し え な い 問 題 も 存 在 す る 。

（ 注 １ ） 「 ノ ネ コ 」 ： イ エ ネ コ が 野 生 化 し た も の 。 人 間 の 生 活 圏 で 餌 を

も ら い な が ら 生 き る ノ ラ ネ コ と 違 い 、 人 間 か ら は

独 立 し 、 小 動 物 な ど を 襲 い 、 自 生 し て い る 。

　 猫 の 現 代 は 近 代 の 変 異 で あ る と 同 時 に 近 代 の 延 長 線 上

に 位 置 す る も の で も あ る 。 キ ャ ッ ト フ ー ド や お も ち ゃ 、 医 薬

品 な ど 、 あ ら ゆ る も の は 消 費 社 会 と 合 理 化 の な か で 生 産 さ

れ て い る 。 そ の 合 理 化 の 延 長 線 上 に は 、 管 理 化 と い う 動 き

も 存 在 す る 。 避 妊 ・ 去 勢 手 術 や 、 マ イ ク ロ チ ッ プ の 埋 め 込 み 、

あ る い は 金 銭 で の 猫 の 売 買 な ど を 考 え て み る が よ い 。 も し

人 間 の 家 族 に 対 し て 同 じ こ と を す れ ば 、 我 々 は ど の よ う な

感 情 を 抱 く で あ ろ う か 。 そ の 意 味 で 、 猫 は 「 家 族 」 の 一 員 で

あ り つ つ 、 し か し 扱 い は や は り 人 間 と は 異 質 な の で あ る 。 し

か し 、 こ う し た 管 理 を 、 我 々 は い つ ま で 異 質 な も の と し て 見

る こ と が 可 能 で あ ろ う か 。 今 後 、 人 間 が 同 様 に 管 理 さ れ る

社 会 が 、 到 来 し な い と も 限 ら な い 。 猫 の 現 代 は 、 人 間 の 現 代

を 先 取 り し て い る 可 能 性 す ら あ る 。 水 俣 病 の 際 に 、 人 間 に

先 立 っ て 猫 が 病 を 発 症 し た よ う に 。

　 こ う し た 管 理 の あ り 方 を 捉 え て 、 結 局 、 人 間 は 自 分 の 欲

望 の た め に 、 猫 を 家 族 の よ う に 扱 っ て 利 用 し て い る だ け で

は な い か 、 と 問 う こ と も 可 能 で あ ろ う 。 た だ し 、 こ の 問 い

は そ れ を 反 転 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 管 理 化 や

消 費 社 会 の な か に あ り つ つ 、 そ れ で も な お 、 我 々 は 猫 を 愛

し 、 守 ら れ る べ き 存 在 だ と 思 っ て い る 、 と い う よ う に 。 問 題

は 、 管 理 や 消 費 、 人 間 の 欲 望 が 介 在 し て い る か 否 か で は な く 、

そ の 結 果 と し て 追 求 さ れ る も の が 、 人 間 の み の 幸 せ な の か 、

そ れ と も 猫 自 体 の 幸 せ を も 目 的 と す る も の な の か 、 と い う

こ と で あ る 。 そ し て こ れ こ そ 、 近 代 と 現 代 と の 無 視 で き な

い き わ め て 大 き な 差 異 な の で は な い か 。 社 会 の シ ス テ ム に

絡 め 取 ら れ て い る こ と の 自 覚 は 必 要 だ が 、 し か し 我 々 も 猫 も 、

そ の シ ス テ ム を 離 れ て は 存 在 し え な い の だ と す れ ば 、 そ の

シ ス テ ム の 制 約 の な か で 、 微 調 整 を 続 け 、 試 行 錯 誤 を 重 ね な

が ら 双 方 の 幸 福 度 を 上 げ て い く こ と し か 、 問 題 に 対 処 す る

方 法 は な い 。

　 む ろ ん 、 猫 は 言 葉 を 発 し な い 。 選 択 肢 を 提 示 し て 、 ど ち ら

か を 選 べ 、 と い う こ と も で き な い 。 だ か ら こ そ 、 人 間 は 、 人

間 と 猫 の 幸 福 を 追 求 し よ う と す る の で あ れ ば 、 猫 の 幸 せ が

究 極 的 に は 知 り え な い も の で あ る こ と を 自 覚 し 、 自 己 を 絶

対 視 せ ず 、 自 ら の 行 為 が 、 果 た し て 本 当 に 猫 を 、 そ し て 人 間

を 幸 せ に で き て い る の か ど う か を 常 に 批 判 的 に 検 討 す る の

で な け れ ば 、 独 り よ が り に 陥 っ て し ま う お そ れ が あ る 。

　 な お 無 視 し て な ら な い の は 、 猫 の 「 家 族 」 化 、 「 社 会 の 一

員 」 化 な る も の が 、 現 実 の 家 族 の 空 洞 化 や 、 社 会 の 空 洞 化 と
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評 価 ポ イ ン ト

　 課 題 文 は 単 に 猫 の 話 を し て い る わ け で は あ

り ま せ ん 。 イ メ ー ジ 論 な ど の 文 化 史 的 考 察 に

と ど ま ら ず 、 人 間 社 会 の 変 容 と と も に 猫 の 生

活 環 境 も 変 化 し 、 ま た そ の 変 化 か ら 人 間 の 生

活 形 態 自 体 の 変 化 も う か が え る 文 章 と な っ て

い ま す 。 つ ま り 「 解 答 者 の 飼 っ て き た 猫 」 と い う

経 験 談 を 語 る だ け で は 、 課 題 文 の 読 解 が で き

て い な い と 判 断 せ ざ る を え ま せ ん 。 参 考 解 答

の 「 社 会 と 感 情 の 循 環 」 で は 自 ら の 飼 育 経 験 を

通 じ て 、 人 間 の 家 族 形 態 、 そ し て 人 間 社 会 の

問 題 へ と 視 野 を 広 げ て い る 点 が 評 価 で き ま す 。

社 会 と 感 情 の 循 環

　 課 題 文 で は 、 猫 の 現 代 は 近 代 の 変 異 で あ る と 同 時 に 近 代

の 延 長 線 上 に 位 置 す る も の で あ る と し て い る 。 そ し て 、 管

理 化 や 消 費 社 会 の な か に あ り つ つ 、 そ れ で も な お 、 我 々 は

猫 を 愛 し 、 守 ら れ る べ き 存 在 だ と 思 っ て い る 。 そ の 結 果 と

し て 追 求 さ れ る も の が 、 人 間 の み の 幸 せ な の か 、 そ れ と も

猫 自 体 の 幸 せ を も 目 的 と す る も の な の か を 問 題 と し て い る 。

私 も 猫 を 家 で 買 い 始 め た と き 、 こ の 問 題 に つ い て 考 え る こ

と が あ っ た 。 そ の と き 猫 の 幸 せ を 求 め る こ と が 飼 い 主 で あ

る 家 族 に と っ て の 幸 せ に つ な が り 、 結 果 立 場 が 変 わ る と 考

え た 。

　 猫 を 飼 い 始 め る 前 は 、 「 心 を 落 ち つ か せ た い 」 や 「 幸 せ な

気 持 ち に な り た い 」 と い う 人 間 の 欲 か ら 始 ま っ た も の で は

あ っ た 。 だ が 、 猫 と 過 ご す 内 に 、 猫 と 過 ご す こ と で 与 え ら

れ た 「 幸 せ な 気 持 ち 」 を 今 度 は 猫 に 返 そ う と 思 う よ う に な

り 、 飼 い 主 で あ る 家 族 は 猫 が ど う す れ ば 幸 せ に な る か を

考 え る よ う に な る 。 そ れ を 何 度 も く り 返 す 内 、 猫 が 幸 せ に

な る こ と は 、 家 族 の 幸 せ で も あ る と い う こ と に 気 づ き 始 め

る 。 人 間 と 猫 の 感 情 と 行 動 は こ の よ う に 循 環 し て お り 、 人

間 は 猫 を 心 の 中 心 と す る よ う に な る だ ろ う 。 そ う な る と

今 度 は 、 猫 が 人 間 を 動 か し 、 猫 に 行 動 を 管 理 さ れ る こ と に

な る 。 も ち ろ ん 、 猫 は 「 管 理 し よ う 」 等 を 思 わ な い た め 、 猫

が 人 間 を 管 理 す る 体 制 は 、 人 間 か ら 始 め 、 自 然 と 作 ら れ て

い た こ と に な る 。

　 こ の 家 族 と い う 社 会 の 中 で 飼 わ れ て い る 側 の 猫 が 、 人 間

の 行 動 に 強 い 影 響 を 与 え る よ う に な っ た 仕 組 み は 、 人 間 と

猫 の 間 だ け に 存 在 し て い る の で は な い 。 学 校 、 職 場 、 社 会

そ の も の 等 、 他 者 と の 関 わ り 合 い が 必 然 的 に 行 わ れ 、 そ の

他 者 と の 信 頼 が 生 ま れ る 場 面 に 存 在 し て い る 。

　 人 間 と 動 物 や 、 他 者 と 関 わ り 合 う こ と は も ち ろ ん 大 切

で あ る 。 だ が 、 そ の 動 物 や 他 者 が 中 心 に な る よ う な 生 活 を

す る こ と は 自 己 を 見 失 っ て し ま う だ ろ う 。 社 会 の 中 で 対

等 な 感 情 を 客 観 的 に 知 覚 す る こ と が 必 要 だ 。

参 考 解 答
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猫 か ら 考 え る 人 間 の 管 理 化

　 筆 者 は 、 猫 の 現 代 は 近 代 の 変 異 で あ る と 同 時 に 近 代 の

延 長 上 に 位 置 す る と 述 べ て い る 。 現 代 の あ ら ゆ る も の は

消 費 社 会 と 合 理 化 の な か で 生 産 さ れ て お り 、 そ の 延 長 線

上 に は 管 理 化 と い う 動 き も 存 在 す る 。 猫 に 対 す る 避 妊 、 去

勢 手 術 や マ イ ク ロ チ ッ プ の 埋 め 込 み 、 金 銭 で の 売 買 を 人 間

に 置 き 変 え る と 、 異 質 だ と 捉 え る 人 が 多 数 だ ろ う 。 し か し 、

筆 者 は 現 在 猫 が さ れ て い る の と 同 様 の 管 理 を 人 間 が さ れ

る 社 会 が 到 来 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。

　 私 は 筆 者 の 意 見 に 賛 成 で あ る 。 近 い 将 来 に 猫 だ け で な

く 人 間 に 対 し て の 管 理 化 の 動 き も 加 速 す る と 考 え る 。 人

間 に は 猫 と 違 い プ ラ イ バ シ ー や 人 権 が あ る の で 管 理 化 は

起 こ ら な い と 考 え る 人 も い る だ ろ う 。 確 か に 、 我 々 に は プ

ラ イ バ シ ー の 権 利 が あ り 、 猫 ほ ど 急 速 に 管 理 化 が 進 む こ と

は 無 い 。 し か し 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 流 行 に よ り 人 間 の 管

理 は 着 実 に 進 ん で い る と 考 え る 。

　 例 え ば 、 中 国 で は 感 染 症 の 流 行 を 静 め る た め 、 国 民 の 動

き を 管 理 し た 。 携 帯 電 話 の G P S 機 能 な ど を 使 い 、 行 動 を

把 握 し た こ と で 見 事 に 感 染 拡 大 を 止 め た 。 こ の 政 策 に は 賛

否 両 論 が あ る が 、 本 当 に 感 染 拡 大 を 止 め る こ と が 出 来 た

の な ら 、 私 は 良 い と 考 え る 。 課 題 文 中 に も あ る 通 り 、 重 要

な の は 管 理 や 消 費 が 行 わ れ て い る か 否 か よ り 、 そ の 結 果 追

及 す る も の が 何 な の か と い う こ と で あ る 。 人 間 の み の 幸 せ

な の か 、 猫 自 体 の 幸 せ を も 目 的 と す る も の な の か 。 こ れ を

人 間 の 管 理 化 に 置 き 変 え る と 管 理 者 の み の 幸 せ な の か 、 国

民 や 社 会 全 体 の 幸 せ を も 目 的 と す る も の な の か 、 に な る

と 考 え る 。 つ ま り 、 政 治 を 行 う 者 が 国 民 を 意 の ま ま に 操 る

た め で な く 社 会 の た め で あ る な ら ば 管 理 化 を 進 め る こ と

が 必 要 な 場 合 も あ る と い う こ と で あ る 。

　 以 上 の こ と か ら 私 は 、 人 間 が 管 理 さ れ る 社 会 が 到 来 す

る と 考 え る 。 そ の 時 、 管 理 す る 人 間 は 自 ら の 行 為 は 本 当 に

社 会 を 良 く す る こ と が 出 来 る か を 考 え 続 け な け れ ば な ら

な い 。
参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 必 ず し も 自 ら の 経 験 を 解 答 に 書 く 必 要 は

あ り ま せ ん 。 社 会 的 な 出 来 事 を 受 け 止 め 、 自

ら の な か で 咀 嚼 し て い れ ば 、 課 題 文 に 書 か れ

て い る 何 か し ら の ポ イ ン ト か ら 自 ら の 意 見 を

立 ち 上 げ て い く こ と が で き る は ず で す 。 も

ち ろ ん 、 そ の た め に は 日 ご ろ か ら ニ ュ ー ス に ア

ン テ ナ を 向 け て お り 、 さ ま ざ ま な 文 章 を 読 み 、

他 者 の 意 見 に 触 れ る こ と で 、 多 様 な 思 考 ・ 思

想 に 接 し て お く 必 要 が あ り ま す 。 参 考 解 答 の

「 猫 か ら 考 え る 人 間 の 管 理 化 」 は 課 題 文 を さ ら

に 拡 大 し 、 現 在 性 に 立 脚 し な が ら 自 ら の 意 見

を 確 立 し て い る 点 を 評 価 で き ま す 。

小
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 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 後 期 ﹈

「 （ 社 説 ） パ ラ 大 会 閉 幕 将 来 に 何 を ど う 残 す か 」 （ 出 典 ： 2 0 2 1 年 9 月 6 日 5 時 00 分 朝 日 新 聞 社 デ ジ タ ル 

https://digital.asahi.com/articles/DA3S15033743.html?iref=pc_photo_gallery_breadcrumb （ 試 験 問 題 用 に 一 部 改 変 ） ） か

ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

小
論
文

※ 文 章 は 著 作 権 の 問 題 に よ り 公 開 で き ま せ ん 。
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多 様 性 と い う 免 罪 符

　 コ ロ ナ 禍 で 非 常 に 苦 し い 状 況 の 中 、 東 京 パ ラ リ ン ピ ッ ク

が 開 催 さ れ 、 多 く の 人 々 に 支 え ら れ な が ら 無 事 開 幕 を 迎

え た 。 選 手 た ち の 活 躍 に 感 動 を も ら っ た 素 晴 ら し い 大 会 と

な っ た が 、 様 々 な テ ー マ が 浮 上 す る き っ か け と な り 、 今 後 の

課 題 は 山 積 み と な っ て い る 。 大 会 終 了 と と も に 課 題 を 忘 れ

る こ と な く 、 模 索 し て い く こ と が 社 会 へ の 発 展 へ つ な が る

と 課 題 文 で は 述 べ ら れ て い る 。

　 私 自 身 、 今 大 会 を 見 て 感 動 を も ら っ た う ち の 一 人 だ 。 テ

レ ビ で 試 合 の 中 継 を 観 て 、 「 障 害 者 の 人 な の に す ご い な 」

と い う 感 想 を 持 っ た 。 し か し 、 私 が 感 動 し た の は 、 障 害 者

が 頑 張 っ て い る 姿 で は な く 、 選 手 が 障 害 と い う 苦 悩 を 乗 り

越 え て 、 努 力 し て い る 姿 だ と い う こ と に 気 づ い た 。 知 ら な

い う ち に 偏 見 を 持 っ て し ま っ て い た の だ 。

　 こ の よ う な 偏 見 は 、 S N S 上 で の 発 言 で 多 く 見 ら れ る 。

あ る 日 「 障 害 者 な の は 多 様 性 だ が 、 そ う い っ た 人 々 を 気 持

ち 悪 い と 発 言 す る の も 多 様 性 だ 」 と い う コ メ ン ト を 目 に し

た 。 多 様 性 と い う 言 葉 は 、 良 く も 悪 く も 「 便 利 」 な 言 葉 に な

っ て し ま っ て い る 。 多 様 性 と い う の は マ イ ノ リ テ ィ を 理 解

す る た め の 言 葉 で あ っ て 、 自 分 の 考 え を 振 り か ざ す た め の

免 罪 符 で は な い 。 現 代 に は 一 つ の 事 柄 に 対 し て 、 実 に 多 く

の 価 値 観 や 意 見 が あ る 。 そ れ ら を す べ て 配 慮 し て 発 言 す

る と い う の は 不 可 能 だ が 、 そ の 発 言 に よ っ て 傷 つ く 人 が い

な い か と 考 え る の は 簡 単 な こ と だ 。

　 「 多 様 性 」 と い う 言 葉 は 、 も は や 単 な る 良 い 言 葉 と し て

使 わ れ な く な っ て し ま っ て い る の か も し れ な い 。 し か し 、「 多

様 性 」 と い う 言 葉 に 希 望 を も ら っ た 人 も 確 実 に い る だ ろ う 。

そ う い っ た 人 た ち が 存 在 す る こ の 現 代 で 、 「 多 様 性 」 と い

う 言 葉 が 使 い づ ら い 言 葉 に な ら な い よ う 願 う ば か り で あ る 。

参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 課 題 文 を 読 む と 毎 日 の よ う に 経 験 し て い る

日 常 生 活 を 別 の 視 点 で 見 て い る 人 が い る こ と 、

そ こ に 驚 く べ き 自 然 の 力 や 我 々 の 営 み の 蓄 積 、

そ し て 問 題 点 や 課 題 の あ る こ と に 気 づ か さ れ

ま す 。

　 そ の 気 づ き か ら 、 今 一 度 自 ら の 経 験 を 省 み て 、

提 示 さ れ た 問 題 や 課 題 を 咀 嚼 し ま す 。 そ し て 、

身 近 な 経 験 だ か ら こ そ 考 え ら れ 導 き 出 せ る 解

決 案 や 新 た な 視 点 の 提 示 が 、 本 問 の よ う な 小

論 文 に は 求 め ら れ ま す 。

　 こ の 回 答 例 は 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク か ら｢ 多 様 性｣

に 着 目 し 、 そ こ に 潜 む 問 題 を 一 般 の 身 近 な 視 点

か ら 述 べ 、 警 鐘 を 鳴 ら し て い ま す 。 構 成 も よ い 。

小
論
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デッサン

●アドバイス
モチーフは日用雑貨としてみなさんが日頃から目にしてい
るモノです。普段目にしているモノだからこそ改めてしっか
り観察する事から始めてみてください。また、モノと人（手）
がどのように接しているのかも観察してみましょう。そして、
沢山描いてみることが大切です。デッサンの評価ポイント
は「観察」「構成」「描写」の３つです。この評価ポイントに従
って描いてみましょう。

（1）観察
「観察」のポイントは、モチーフが持っている情報を収集し、
それがどういうモノなのかを理解できているか？です。手
は骨格や筋肉のつき方など、皮膚の下にある構造を意識
することが必要です。各指の太さや長さ、手のひらの大き
さ、厚み、手首と腕の長さなど、それぞれの比率も重要なポ
イントです。また皮膚や爪などの質感表現は、「手らしさ」を
表す大切な部分です。日用雑貨も同じように構造的な観察
を行ってください。紙コップなどのモチーフは形や比率の正
確さが特に重要です。またコップの縁の膨らみや紙の薄さ、

持ったときの軽さ、ロープの柔らかさなど、その物らしさを
表す部分を見落とさないようにしましょう。

（2）構成
「構成」のポイントは、モチーフの組み合わせ方、そしてそれ
らを画面にどのように描いているか？です。まず手と日用
雑貨の組み合わせ方が重要です。モチーフそれぞれの「ら
しさ」が出るポーズ、アングル、組み合わせた時に立体的な
空間を作れているか等を注意深く確認しましょう。次に画
面にどのように配置するかですが、大き過ぎず、小さ過ぎず、
画面の余白との関係をしっかり確認して位置を決めましょう。

（3）描写
「描写」のポイントは、観察し構成したモチーフがしっかり
描き込まれているか？です。そのためには光の方向を定め、
陰影のつき方に矛盾が起きないようにしましょう。また、モ
チーフの手前と奥の描き込み密度、鉛筆の濃淡の使い分け、
観察や構成から得られた事を整理して描き込むようにしま
しょう。

出題内容 鉛筆によるデッサン
モチーフ：日用雑貨と手（片手・両手いずれも可）（全入試共通）

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
観察力：形、質、色などモチーフが持っている情報をどれだけ多く得られているか
構成力：モチーフの組み合わせ方、画面にどのように描いているか
描写力：観察して構成したものをしっかり描いてモチーフの特徴が第三者にも判るか

大学で用意するもの B3画用紙、下書用紙（A3、2枚）

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

鉛筆デッサン用具一式、カルトン（画板）またはパネル、カルトン用クリップ、フィキサチーフ（定着液は
試験終了時に限って使用可）
使用可：鉛筆（シャーペン可）、消しゴム（練り消しゴム含む）、鉛筆削り用具（カッター含む）、デッサ
ンスケール（デスケル）、擦筆、羽ぼうき（製図用ブラシ含む）、はかり棒、定規、ティッシュおよびガ
ーゼ（袋から出して使用）

※2023年度の出題概要は、「2023年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 180分

デ
ッ
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：プラスチックチェーン

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
チェーンを持つ手と垂らしたチェーン
の構図が非常に良いです。台の上に
落ちた影をしっかり描いていることに
より描き手の意図と空間を感じること
が出来ます。プラスチックチェーンの
質感、重なっている構造、手の立体感、
特に小指の描き込みなど足りない部
分もありますが全体のバランスが取
れた良いデッサンです。
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評価コメント
複雑な動きの手指を画面上部に配置
し、そこから垂れ下がるチェーンのま
わりに出来上がる空間をうまく表現し
た構図がとても好印象です。複雑な
動きによって出来た皮膚のシワを描き
込むことで、無機質なチェーンとの質
感の描きわけも上手にできています。
親指や小指をうまく見せることのでき
る構成をもっとプランニングできると
さらに良くなるでしょう。

評価コメント
チェーンを持つシンプルな手の動きと、
そこからまっすぐに垂れ下がるチェー
ンの関係性が画面に清涼感を与えて
いて好印象です。手首を折り曲げるこ
とによって出来上がった空間から右下
のチェーンにかけての構成も良いで
す。手の描写の密度を上げ、チェーン
との質感の描き分けができるように
なるとさらに良くなるでしょう。
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参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：ガラス瓶（蓋付き） 1点

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

評価コメント
逆光の設定によってドラマチックな印
象を演出しています。コントラストが
強すぎて白抜けしている部分がありま
すが、もう少し明るさの段階を作るこ
とで手の質感がより柔らかくなり、硬
質な瓶との違いが表せるでしょう。指
を折り曲げる力の感じがよく表現され
ていて、部分として魅力的に見せよう
とする意図が伝わってきます。

デ
ッ
サ
ン
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評価コメント
力みのない自然さが好印象です。手
指は豊かな膨らみを意識し、瓶は細か
い反射を描き込むことで、有機物と無
機物の対比が表現できています。ガ
ラスの厚みと透明感の再現には成功
していますが、瓶本体（立方体）と口
やフタ（円柱）の位置関係が少しずれ、
微妙に歪んでいるところが非常に惜
しいです。中心線や対角線などで確
認しながら描き進めるとさらに良くな
るでしょう。

デ
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評価コメント
瓶の比率、質感などよく描けています
が蓋の形がやや歪んでしまっている
点が残念です。
工業製品は寸法や構造がはっきりし
ているので形のずれがすぐに認識さ
せてしまいます。正確に描くよう心が
けたいところです。また瓶を持つ手は
中指と薬指の形状が弱く感じられま
す。ここを描くことによって瓶を持つ
手の立体感がより強調されます。

評価コメント
瓶を持つ手の力の入れ具合まで伝わ
ってくる良いデッサンです。手はよく
描けていますが瓶の形状が歪んでし
まっています。ガラスの部分はおおよ
その形は合っていますが蓋の中心が
ずれて歪んでしまっています。どれだ
け質感を描き表しても形が歪んでし
まっては意味がありません。凹凸に惑
わされないよう構造をしっかり描き表
すことが重要です。
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評価コメント
５本の指で CDを支えるダイナミック
な構図が印象的です。のびやかに広
がった指や皮膚のしわが動きを感じ
させ、無機質で光学的なCDとの対
比が良く表現されています。手の描
写が強くCDが浮いてしまっているの
で手のひらの CDの影を強調するこ
とで立体感が増してきます。またCD

の楕円を正確に描くと引き締まった印
象になります。

参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：CD-R 1点

問題

 一般選抜入学試験［後期］

デ
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評価コメント
横画面に手とCDがバランスよく配
置された安定感を感じる構図です。薄
くて硬い CDの量感が指の位置関係
を正確に描くことによって伝わってき
ます。全体的に淡く明るい画面の中、
細かい階調でしわの立体感が表現さ
れており、手にかかるCDの影を強調
することによって空間を感じさせるこ
とができています。CDの楕円を正確
に描くとさらに良くなるでしょう。
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水彩画

●総合型選抜入学試験［併願型］ 出題のねらい
一般入試と異なり、限られた数（1～2）のモチーフで水彩画
の試験を行ないます。対象の構造を理解し、どこまで対象
に迫ることが出来るのかということが特に重要です。目前
の対象をただ写し取るだけでは無く、対象の細部まで丁寧
に観察して質感を捉えていこうとする姿勢、また対象の魅
力を引き出していく姿勢を重視します。

●総合型選抜入学試験［併願型］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。絵の具における色彩表現においては、自身の色
彩感覚を大切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に
描くことを心掛けてください。
対象を理解した上で、どのように表現するのかということ
を大切にしてください。そのためには日頃から自分が何に
心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、制
作に励んでください。

●一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験
［1科目利用］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。構想に対しての感覚も評価のポイントです。与
えられた対象を用いて、明確な意図を示した構図、構成を
期待します。
絵の具における色彩表現においては、自身の色彩感覚を大
切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に描くことを
心掛けてください。
5時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて制作することが重
要です。対象を理解した上で、どのように表現するのかと
いうことを大切にしてください。そのためには日頃から自分
が何に心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、
制作に励んでください。

試験時間 300分

出題内容 水彩画制作
［試験別モチーフ］
◯総合型選抜入学試験［併願型］：果物、野菜、無機物などの静物1～2点
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
　花、果物、野菜、無機物などの静物を数点

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で解釈、表現出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力を表現出来ているか

◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で咀嚼、表現出来ているか
構想力（構図）：対象を卓上で組み合わせ、それらを画面上で構築することが出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力をいかに表現出来ているか

大学で用意するもの P12号の水張りパネル

受験者が用意するもの 水彩用具一式、筆洗、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、描画用具

※2023年度の出題概要は、「2023年度 学生募集要項」をご確認ください。

水
彩
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ：パイナップル、カラーボール（赤）

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
パイナップルと赤いボールの距離を
あえてあけた独自の視点で構成し、2

つの関係性に迫り、それぞれの特徴
と質感をしっかりと捉えることが出来
ています。
特にパイナップルにおいては、実と葉
の複雑な表情に誤魔化されない形態
の意識と、実と葉を繋ぐ軸の意識を感
じます。その上で、実、葉の様々な色
相をよく観察し、質感を表現すること
が出来ています。自身のスタンスを大
事にしながらそれぞれの複雑な情報
を捉えようとする姿勢がよく伝わって
きます。

評価コメント
パイナップルを画面の中央に配置す
ることで主役に据えつつ、手前の赤
いボールとの距離感を大事にしなが
ら2つの対象の特徴を表現すること
が出来ています。また、パイナップル
を斜めに配置するなど構図への配慮
にも好感が持てます。
パイナップルにおいては形態を理解
し、表情や質感、色彩に至るまで、観
察がよく行き届いています。複雑な表
情を筆で丹念に描き、実の詰まった特
徴を見事に表現することが出来まし
た。また、葉の描写においても熱意が
伝わってきます。
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 花（グラジオラス１本、ユリ１本）、

グレープフルーツ１個、いちご３個、
画用紙（薄青色）１枚、リボン１本、デキャンタ１個

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

参考解答

評価コメント
花と瓶を中心に据え、台に置かれた
対象を含めて全体的にバランスよく
配置された構成です。花周り、台上と
双方の空間の広がりも感じられます。
花、瓶、果物、布、リボンと異なるそ
れぞれの対象の特徴をしっかりと捉
え、質感と量感を表現することができ
ています。また、対象の細部まで丁寧
に観察して質感を捉えていこうとする
姿勢、対象の魅力を引き出そうとする
熱意に好感が持てます。

評価コメント
花、瓶、台上の果物、布に至るまで、
それぞれの対象をしっかりと捉えるこ
とが出来ています。配置構成も吟味
され、 左からの光源に設定した状況
が美しく感じられます。
それぞれの主張が若干強いところは
ありますが、色彩表現において質感
を考えながら筆で丹念に描くことで
対象に迫る気迫のようなものを感じ
ることが出来ます。ユリ、グレープフ
ルーツなど、細部まで行き届いた観察
と対象の魅力を引き出そうとする姿勢
に好感が持てます。
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評価コメント
全体的にバランスよく配置された構
成です。一つ一つのモチーフの向きや
重なりに配慮し、見せ方にも工夫が
見られます。瓶の下部の形態感がも
う一歩ですが、瓶に入れられた植物
の配置には高い配慮が見られ、花と
葉の空間の広がりがよく感じられます。
それぞれの対象を丁寧に観察して、
対象の特徴や瑞 し々い質感を捉えて
いこうとする姿勢、色鮮やかな鮮度、
魅力を引き出そうとする姿勢に好感
が持てます。
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一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 啓翁桜1本、桝1点、りんご1個、金柑3個、

日本酒瓶（300ml）1点、画用紙（水色）1点
 

問題

参考解答

参考解答なし

47



油彩画

●アドバイス
総合型選抜入学試験［併願型］、一般選抜入学試験［前期・
専願型・後期］・大学入学共通テスト［1科目利用］の各試験
は、それぞれ出題が異なります。　

総合型選抜入学試験［併願型］は、静物モチーフを油彩で描
く課題です。台に布を敷き、自然物や工業製品のモチーフが、
どの角度からも同じに観えるよう公平に配置されています。
描くときに気を付けてほしい重要なポイントは、台とモノの
関係やパースペクティブ、明暗、量感、質感など、基本的な
モノの捉え方です。工業製品である瓶やグラス、ブロックな
どが正確な比率で描けているか、自然物である野菜や果物、
植物がみずみずしく彩り豊かに描けているかなど、モノの
形態や特徴、色彩や存在感を意識することが大事です。ト
リミング（画面を切り取ること）は、モチーフの主役・脇役を
考え、全体的に小ぶりにならないように気をつけて下さい。
その際に背景の面積の空けすぎにも注意しましょう。モチ
ーフは切れ方や配置が不自然にならないように、大きさや
前後関係を考えながら画面の中で多少移動しても構いませ
ん。水平の台にモノが安定して置かれている状況や、空間
の繋がり（手前・中間・奥）を意識して描いて下さい。

一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通
テスト利用入学試験［1科目利用］は、自画像を油彩で描く課

題です。テーマ内容やモチーフの課題に沿って、自身を自由
に描きます。従って総合型選抜入学試験［併願型］に比べて、
より自由で幅広い表現が可能です。自画像と背景との関係
を考慮しながら、ポーズが画面にどのように入るかを意識
して下さい。出題テーマは、具体的な状況イメージを想定し
て、モチーフ課題はそのモノをどのように扱い画面に入れ
るかを考え、自然な状況を意識して描いてください。自画像
の構図は、顔を適度に大きく入れ、角度や動きを意識すると
描くポイントや存在感を演出できますが、アイデア次第で
はそうでなくても構いません。テーマから導かれる物語性や、
モチーフの特性を捉えた個性的なアイデアを考えてみまし
ょう。その際、あまり不自然な状況になり過ぎないように注
意して下さい。支給された鏡を活用し、自身の発想力を最大
限に活かしながら自画像を描いて下さい。

どちらの入試課題も構図は縦横自由です。油絵具（アクリル
絵具も使用可）の素材の特性や色彩、物質感を活かしなが
ら、筆やナイフ、布や指などを工夫して使い、自身の感性を
引き出すよう楽しく描きましょう。しかし5時間の短い試験
時間内ですので、過度なテクニックを求めてはいません。あ
くまで観察を基本に、対象を的確に捉えながら、しっかり描
いて下さい。積極的なアプローチを心がけ、絵心溢れる絵
画制作をして下さい。

出題内容 油彩画制作（アクリル絵の具も可）
◯総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）
　器物、ガラス、野菜、果物など複数のモチーフがセッティングされた状況を描く
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］：自画像油彩（Ｆ10号）
　テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：台上に置かれた複数のモチーフを、適度な大きさで画面上にトリミングし、描くことができ
ているか
空間表現：画面全体のパースペクティブ（遠近感）を把握し、物の前後関係や奥行き、そして背景と
の繋がりが描かれているか

◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：ポーズやモチーフの画面への入れ方、背景との関係を意識できているか
発想力：出題テーマやモチーフの魅力を引き出すためのアイデアを思考し、自然に表現できているか
素材の扱い：油絵具（アクリル絵具）の素材の特性や、筆やナイフなど画材の扱い方を理解し、活
かせているか

大学で用意するもの ◯総合型選抜入学試験［併願型］：F12号のキャンパス
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］ ：F10のキャンパス、鏡

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）、描画道具

※2023年度の出題概要は、「2023年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 300分

油
彩
画
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総合型選抜入学試験［併願型］

油彩にてモチーフを描きなさい。

問題

参考解答

評価コメント
テーブル面のパースがしっかり意識さ
れており、画面に広がりが感じられま
す。混色によって作り出された影の色
は、白菜や瓶の白さや布の明るさを引
き立てていて、爽やかな印象の心地
よい仕上がりとなりました。手前のワ
イン瓶に対し奥の瓶を逆光気味に描
く事で奥行きのある空間を感じさせて
います。背景にもモチーフの色を調和
させる事でも画面全体をよくまとめて
います。
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評価コメント
白菜やホース、木枠の木目など、細部
までしっかり描き切ることで、質感や
色彩をよく捉えています。縦構図を選
んだことでモチーフが少なくなってし
まいましたが、手前から奥までそれぞ
れの位置関係が描き分けられ、奥行
きある画面となりました。モチーフ個々
の関係や陰影もよく観察できており、
瓶や白菜で分断されたホースの繋が
りも表現できています。
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一般選抜試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［１科目利用］

問題

与えられたモチーフを入れて自画像を描きなさい。
モチーフ  ： 透明プラスチックのコップ  1点

参考解答

評価コメント
ユーモアの感じられる質の高い作品
です。マスクと青いパーカーの質感の
差を、絵の具の厚みに変化を付けて
象徴的に描き分けています。肌の精
緻な筆致と、絵具を伸ばしたようなコ
ップの質感の描き分けも注目すべき
点です。コップに可愛らしい兎の絵を
施す一方で、背景を不穏な表現する
ことで画面を複雑に見せているのも
魅力的です。
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評価コメント
コップを使った自然なポーズを画面に
大きく入れ、伸びやかさと清 し々さを
感じさせる作品です。光の差す方向
やコップの質感、人物の形態などをし
っかり観察し表現できています。絵具
の塗りの薄さに物足りなさはあるもの
の、色の持つ明度や彩度を生かした
透明感のある仕上がりとなりました。
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評価コメント
コップ越しの目にフォーカスして超自
然的な現象を表した意欲作です。コッ
プ越しの目や炎と素の肌とで絵具に
厚みの変化をつけて、より異質な状
況を際立たせています。親指の付け
根が細過ぎるなど、コップを持つ手に
違和感を覚えるので、手の骨格を意
識できるとより説得力を持たせること
ができたでしょう。
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一般選抜入学試験［後期］

自画像を描きなさい。ただし、手を必ず画面に入れること。

問題

参考解答

評価コメント
ポーズや構図、描写ともに評価できる
作品です。薄いマスクをめくる仕草に
動きがあり、画面上でバランスよく配
置されています。メガネの金具部分や
マスクの縫い目、シャツの厚みまで細
やかに描き込まれ、高い描写力が感
じられます。背景の白に人物の色彩
が反映されており、空気感の感じられ
る表現となっています。首の付け根や
手首をより観察して描くことで、人物
としての説得力が増すでしょう。
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英語 /国語 /数学

教科科目

出題範囲 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ
英語表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニングテスト及びスピーキングテストは実施しない）

評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

問題→ P.56～ P.65　問題解答→ P.82

英語 試験時間 60分

出題範囲 国語総合（古文・漢文を除く）

評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

問題→ P.66～ P.77　問題解答→ P.83

国語 試験時間 60分

出題範囲 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学Ａについては「場合の数と確率」、「図形の性質」
から1題を選択して解答する。数学Ｂについては「数列」、「ベクトル」から1題を選択して解答する。

評価のポイント 数学の基礎についての理解力

※数学において、基礎についての理解力に加えて、「思考力・判断力・表現力」を評価するために、過程を含めて記載を求める記述式問題を出題します。

問題→ P.78～ P.81　問題解答→ P.84～ P.86

数学 試験時間 60分

2022年度出題概要 ※2023年度の出題概要は、「2023年度 学生募集要項」をご確認ください。
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1

問 題英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈ 問 題

2

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

3
4

英
語
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問 題英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈ 問 題

5
6

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

7
8

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　　問 題

9

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

1
2

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

3
4

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

5
6

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

7
8

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

9

英
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

1

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

2

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

3

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

4

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

5

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

1

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

2

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

3

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

4

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

5

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

6

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

7

国
語
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数 学　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

1
2

数
学
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数 学　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

た
だ
し
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90
°と
す
る
。

3
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数
学
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数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

1
2

数
学
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数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

3

数
学
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英語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

英語　一般選抜入学試験［前期・専願型］解答

■第1問
A （1）３　（2）５　（3）１　（4）２　（5）４

B （1）２－１－４－３　（2）１－４－３－２

C （1）４　（2）２　（3）２　（4）４　（5）１　（6）２　（7）１　（8）３　（9）４　（10）３　

 （11）３　（12）２　（13）４　（14）１　（15）１　（16）２

D （1）２　（2）３

■第2問
A （1）３　（2）１　（3）３　（4）５　（5）［1］２　［2］３　［3］４　［4］２　

B （1）［1］２　［2］３　［3］１　［4］３　［5］１

 （2）［6］４　［7］４　［8］４　［9］２

 （3）［10］２　［11］３　［12］１

 （4）［13］  An example of a Japanese onomatopoetic word for rain is para para. It is the sound we use to 

describe a light rain. It is rain like a sprinkle of water which falls lightly and quietly. You may not 

be able to decide whether or not to use an umbrella in this kind of rain.

　　　　　　　 ［14］   I would like to spend a rainy day at home by the window. I would sip on a hot cup of 

coffee and enjoy the sound of the rain while reading a book. I would feel happy that I am 

inside, warm, and dry.

■第1問
A （1）３　（2）４　（3）２　（4）１　（5）５

B （1）３－１－２－４　（2）４－１－３－２

C （1）１　（2）２　（3）１　（4）４　（5）１　（6）３　（7）１　（8）２　（9）４　（10）３　

 （11）１　（12）１　（13）２　（14）２　（15）４　（16）３

D （1）１　（2）２

■第2問
A （1）４　（2）２　（3）２　（4）５　（5）［1］２　［2］３　［3］４　［4］４　

B （1）［1］４　［2］１　［3］３　［4］４　［5］３ （2）［6］２　［7］１　［8］３　［9］４

 （3）［10］２　［11］１　［12］２

 （4）［13］  A traditional event that my family and I participated in when I was little is Setsubun. My 

father put on a scary demon mask. When he came in the front door, we all threw beans 

at him and yelled “Demons out, fortune in!” It was always fun to do this. We don’t do it 

anymore, but we still eat a special sushi roll with seven ingredients for good luck. 　　　　
　　　

　　　　　　　 ［14］  On January first, my family and I went to a big shrine in our neighborhood. We do this 

every year for our first shrine visit of the new year to make a prayer. There were so many 

people standing in line waiting to ring the bell and pray. After that I bought a lucky amulet 

and read my fortune for the new year. I got the luckiest one! Then we ate a lot of food 

from the food stalls around the shrine. There was also a big fire which I enjoyed watching. 

I think it was a nice way to start the new year.

英
語（
解
答
）
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国語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

国語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■問1 ①業務　②しんちょく　③放棄　④悔恨　⑤過（苛）酷　⑥疾患　⑦きょうさく　⑧封鎖　⑨喪失　⑩落胆

■問2 ㋐ e  ㋑ d

■問3 イ

■問4 c

■問5 何が起こるかわからない絶対の外部

■問6 この世への信頼

■問7 絶え間なく、無数の小さな問題にかかずらう

■問8 最初：いつまでも　最後：事である。

■問9 生き延びるために身をあずけた、極小の希望すら、粉々に砕かれてしまったから。

■問10 現在にあって不在のものを思うことができる
 目の前にあるもの、現前から離れることができる

■問11 直喩（明喩）
 隠喩（暗喩）

■問1 A試行錯誤　B光沢　C輪郭　D装束　Eそな　Fいやおう　G徴収　H考証　I乾燥

■問2 ａオ　ｂア

■問3 風景の評価する場合、風土との関係を前提とする（別解　風景を風土の一部として理解する）

■問4 風土への適応

■問5 ウ

■問6 イ

■問7 ①公文書　②ステレオタイプ　③空間生活　④閉じた　⑤外観　⑥統一感　⑦無個性　
 ⑧観光資源　⑨和風テーマパーク
■問8 町のわずかな一画に、実際に住む人々の生活の実態からかけ離れた異質な空間を造成すること。

■問9 ア

■問10 受動的

■問11 エ

国
語（
解
答
）
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数学　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　イ　　　　ウ　　　　エ

問2 オ　　　　カ　　　　キ　　　　ク

問3 ケ　　　　　　　　　コ

問4 サ　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　ス

■第2問
問 A  セ　　　　ソ　　　　タ

問 B  セ　　　　ソ　　　　タ

■第3問
問 C  チ　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　テ

問 D  チ　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　テ

■第4問
（1）

（2）

（3）

数
学（
解
答
）

をとく

軸と直線　　　　   ,放物線　　　　　　　　  で囲まれた図形は図の点ハッチングの領域とわかる。

（2）と（3）の領域の合計が　  の8倍、すなわち　 　 となる場合の　 が求める値である。
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数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　　イ　　　　　ウ　　　　　エ

問2 オ　　　　　カ

問3 キ　　　　　ク 　 　　　

問4 ケ　　　　　コ　　　　　

■第2問
問 A サ　　　　　シ　　　　　ス　　　　

問 B サ　　　　　シ　　　　　ス　　　　

■第3問
問 C  セ　　　　　　　ソ　　　　　　　　　タ　　

問 D  セ　　　　　　　ソ　　　　　　　　　タ　　

■第4問
（1）

（2）

数
学（
解
答
）

面積を　 とおくと、図1より 

正六角柱の底面の半径を　とおくと図2より

ただし

図1

60°）

図2

3
球の中心
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（3）

数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

数
学（
解
答
）

とおいて

の区間において増減表は

これより、　　　　　のとき　は最大値54をとる。

六角柱の高さ　　　のときの体積54が最大の体積となる。

86



進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。参加無料、事前申
込も不要です。保護者の方もぜひご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう！
2022年7月30日（土）・31日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！

04 2023年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）
06 2022年度入学試験結果データ
15 総合型選抜入学試験［専願体験型］
25 実技
 26 小論文

 35 デッサン

 43 水彩画

 48 油彩画

55 教科科目
 56 英語

 66 国語

 78 数学

82 教科科目解答
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